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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この物語はフィクションであり、実在の人物・団体とは関係がございません。
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◆６月、１週目




「うーん……」

　俺、比ひ良ら克かつ樹きはソファベッドにうつ伏せになりながら分厚い本をめくっていた。

　今日は日曜日。

　俺の働いている会社、ニコカワ印刷所は営業日以外も輪転機を回すことがある。

　だがいまはシーズンオフで、いまの俺はまだ入社して３ヵ月目の新人だ。

　駆り出される用事もないということで、こうして俺は休日をしっかり過ごしている。

　その代わりというわけでもないが普段からでもＤＴＰの勉強をしてほしいと社長の富とみ岡おかさんからＤＴＰに関する本を貸してもらっていた。

　ＤＴＰとは実際に印刷物を作成するためのデータを作る作業だ。

　原稿そのものは客が作ってくれるからデザインする手間がないとはいえ、最終的には大量の印刷に使う印刷版を作らなきゃいけない。急ぎの場合でもデータだけは必要だ。

　そのうえ富岡さんが言うには、同人誌の印刷だけでなく、時にはチラシや小冊子の印刷をすることもあるのでデザインのやりかたに関してもやっぱり覚えておいたほうがいいらしい。

　だからデータを作るためのソフトの使い方を知らなきゃいけない。

　いまのところ俺は輪転機を回す手伝いばかりしていて、そこらへんはべつの社員さんに任せているが、富岡さんは俺にもＤＴＰの仕事を手伝えるようになってほしいようだ。

「やっぱパソコンいるかなぁ……」

　本を読んでいるだけで実機に触れているわけではないので、よくわからない。

　パソコンを自発的に購入しておいたほうがあとあといいんじゃないのかと考え、思わずつぶやいた。

「え、パソコン買うんですか？　いいですねぇ、パソコン。黒猫砂漠の邪道バースＧＯってネットゲームが人気らしいですよ」

　横でテレビを見ていた麻ま友ゆが俺のつぶやきに食いついてきた。

　蒸し暑くなってきたせいか、麻友はノースリーブのワンピースを着ていた。ちょっと身をかがめれば鎖骨のラインがちらりと見えてしまう。それだけでなく、布と肌の隙間に隠されたものを覗き見る背徳感を抱いてしまう。春や冬に比べればずいぶんと薄着になったものだ。俺は麻友のすべてなんてとっくの昔に知っているのに、少し近寄られるだけでドキッとした。

　俺は麻友から視線を少しだけ逸らした。

「ゲームのためじゃねーよ、仕事のためだよ」

「私もネカマ姫やってちやほやされたいですー」

　ほうっと麻友はため息を吐く。

　人の話を聞け。ついでにおまえは女だからネカマにはなれないぞ。

　相変わらず麻友はツッコミどころの多い発言をする。

　そんなくだらないやり取りをしていたときだ。玄関のほうから軽い金属音、そしてポスッとなにかが落ちる音が聞こえた。

「あ、郵便屋さん来たみたいですね。私、見てきます」

「おう、任せた」

　麻友は立ち上がり、玄関のほうに行った。

　そして。

「えええええええええええっっ!?」

　いきなり素すっ頓とん狂きょうな声が聞こえた。

　なにが起こったんだと俺が身体を起こした直後に麻友はキッチン兼俺の部屋へと戻ってきた。

「克樹さん、ひどいです！　共に歩むと誓ったことは噓だったんですか!?」

「お、おい……いきなりなんだよ……。なにが届いたんだ」

　まさか浮気の証拠写真でも送られてきたんだろうか。

　そんなわけはない。俺は麻友と暮らし始めて以来、彼女以外の女とはつき合ってないのだから。

　麻友は俺に向かって１枚のハガキを突きつけてきた。

　そこには『お誕生月おめでとうございます』と大きく印刷されていた。よく見ればそれは時々行っているレンタルビデオ屋から来たものだった。どうやら誕生月の会員に送られるクーポンの類たぐいらしい。

「克樹さん、誕生日が６月だったなんて……！」

「あー、そういえばそうだったなぁ……」

　正直言って忘れていた。誕生日の存在ごと。

「このハガキが事実だとすると克樹さんの誕生日は６月下旬……！　どどどどうすればいいんですかっ、間に合わないじゃないですかっ！　け、ケーキの予約っ、ぷ、プレゼントっ！　あとは、えーとえーとえーと！」

　いや、たしかに俺の誕生日が６月下旬なのは事実だけど、そんなたいしたことか？

「まだまだ先だろ。いまから予約したって受けつけてもくれないだろ」

　たぶん。

「こ、心の準備というものも必要なんです！　これもそれも教えてくれなかった克樹さんが悪いんですから！　なんで教えてくれなかったんですかっ」

「まぁ、聞かれなかったしなー」

「私は自分から教えたじゃないですかっ！」

「じゃあそのとき聞いておけばよかったんじゃね？」

「ぐぬぬぬぬ……ひ、人のせいにするものじゃありませんっ！　そういうときは気を遣って自分から言うものですよっ！」

「えー……めんどくせ……」

「もう、もう、もう、もーう!!」

「おまえは牛か」

「めーっ！」

「ヤギかよ」

「うぐぅー……！」

　麻友は歯ぎしりしながら俺をギンとにらみつけてきた。

　冗談でやっているのかと思ったが、わりと本気で怒っていた。

「私、レポートしなきゃいけませんのでっ！」

　麻友はさっきまでテレビを見ていたはずなのに、自分の和室へと入って襖ふすまを閉めてしまった。

　…………。

　もしかして俺はやらかしてしまったのだろうか。

　いや、でもたかが誕生日だぞ？　しかも俺の。本人が祝ってほしいと思っているならともかく、俺自身存在さえ忘れていたものだ。

　まるで自分の誕生日を忘れられたかのように怒る必要なんてないじゃないか。

　……まぁ、いいか。ほっとけば機嫌も直るだろう。

　俺は再びＤＴＰの本へと向き合った。だが、麻友との小さな口論もあったせいで、さっきよりさらに集中することはできなくなっていた。

　数十分くらい経ったところで、麻友の部屋の襖が再び開いた。

「……買い物、行くんですけど」

　麻友は俺と目を合わそうとしないで、低い声でつぶやいた。

　まだ怒っていた。

　いつもは俺が休みでアパートにいるときは麻友の買い物に荷物持ちとしてついていく。だから今回も俺についてきてほしいんだろう。

　だけどそんなむすっとした顔で言わなくてもいいじゃないか。

　いっそすっとぼけてこのまま寝てしまうか。

　いや、そんなことをすれば余計にすねられてしまう。それは困る。

「……わかったよ」

　俺はしぶしぶ立ち上がった。





◆






　そして俺たちは外に出た。

　近所にスーパーはふたつほどあって、そのときの買い物の内容によって場所を変える。麻友はちょっと遠い駅前のスーパーへと向かっていた。俺はその少しうしろをついていく。

　麻友はひと言もしゃべらなかった。

　それどころか視線さえ向けてくれない。

　先日テレビでは梅つ雨ゆ入りが報道されたばかりだ。

　黒い雨雲が空のあちらこちらに漂っていたが、雨が降ってきそうにはなかった。

「よかったな、雨降らなくて」

「…………」

　声をかけたというのに麻友は黙ったままだ。

　少しくらいは「うん」とか「そうですね」とか返事してくれたっていいだろ。

　麻友は結構な頻度ですねまくるが、ここまで怒るのは珍しい。ほっとけば直るだろうと思われていた機嫌が直る兆しはまったく見えない。

　ちなみにここまで怒ったのは、ウェディングドレスでえっちしたあと、ドレスについた染みがなかなか取れなかったとき以来だ。……あれは俺も悪かったと思っている。

　だがそんなに怒ることをしてしまったのか？

　だって誕生日だぞ？　しかも俺のだぞ？　俺自身がどうでもいいって思ってたんだから、べつにいいじゃねーか。俺は悪くないぞ。謝ってなんかやるものか。

　なにか意地の張り合いのようにもなってきたが、俺たちは無言のまま歩き続けた。

「……ん、あれ？」

　向かい側の歩道でちょろちょろ動いているものがあったから俺は視線を向けた。麻友は反対の方向を向いているから気づかないようだ。

「おい、麻友。あれ見ろ、あれ」

「…………」

「すねてる場合じゃねーって。子供がひとりでいるんだよ。なんか危ない感じの」

「……子供？」

　やっと麻友は口を開いてくれた。

　少し安堵したが、そんな場合じゃない。

　実際に道の向こう側に小さな子供がいるのだから。

　子供はひとりきりで、親の姿はなかった。どこかに向かうのかと思ったら、同じところをふらふらと歩いている。かと思えば歩道から車道のほうをのぞき込み、いまにも飛び出しそうだ。

「俺、ちょっと見てくるっ」

「あっ、克樹さん、車に気をつけてくださいっ」

　本当はやってはいけないことなのだろうけど、俺は車の行き交う車道を横断して向かい側の歩道へと向かった。

「おい……」

　俺が子供へと声をかけた直後だった。

　子供は車道を走るタクシーの前へと本当に飛び出した。

「っぶねえええええええっっ!!」

　俺は子供の首根っこをつかんで歩道へと引き戻した。タクシーは盛大にクラクションを鳴らしながら俺たちの前から走り去った。

　子供はきょとんと俺の顔を見つめてきた。

「あっぶねーだろ、クソガキ!!」

　なにをしでかしたのかもよくわかってなさそうな子供を怒鳴りつけると、見る見るうちに泣きそうな顔になった。

「まぁまぁ、いきなり大きな声を出しては怖がらせるだけですよ」

　いつの間にか麻友も道を横断してこっちの歩道にやってきていた。麻友は子供に目線を合わせるようにしゃがみこむと、その身体をぎゅっと抱きしめた。

「怖かったですねー。もう大丈夫ですよー」

　子供の頭を撫でながら麻友は優しく語りかける。子供は麻友の身体を小さな手でつかんでいた。

「自分のお名前言えますか？」

　麻友は子供相手だというのに敬語を使い、真正面から子供を見つめた。

「……つうまうくうや。よんさい」

「くうやくんですか。あ、カバン持ってますね。お姉ちゃんが見てもいいですか？」

「……ん」

　子供は肩からぶら下げていたカバンを麻友に見せた。

「迷子札ありますね」

　と麻友が言ったので俺ものぞきこんだ。

　カバンには鶴つる丸まる空くう弥やという名前と電話番号、そして住所が記された札がぶらさがっていた。

　俺は改めて、子供、空弥の姿を眺めた。

　空弥は少年にしては少し長めの髪型だった。伸ばしているというよりもこれから切る間際といった雰囲気だ。ストライプのシャツや子供用のズボンは特に印象に残らないほどに地味で、服装だけならごく普通の子供でしかない。ただ、その幼い顔は不安を帯びており、唇をへの字にした表情はいまにも泣きそうだ。昔の俺なら、面倒くせえな、関わらないようにしとこ、と思うところだ。

「カバンの中身も見ていいですか？」

「……ん」

　麻友の問いかけに子供、空弥はこくりとうなずいた。

　空弥のカバンを麻友が開けると、中から剣の形をした玩具おもちゃが出てきた。

「おー、魔剣セーバージェットの変身ソードですね」

「なにそれ」

　俺は思わずつぶやいた。

「日曜朝８時からやってる特撮番組ですよ。私、いつも横で見ているじゃないですか」

　たしかに日曜朝、麻友はキッチン兼俺の部屋でなにかテレビを見ていた。だが俺は貴重な休日は遅くまで寝ることにしているのでよくわからなかった。

「魔剣セーバーはこの変身ソードを心臓に突き立てて変身するんですよ」

「なにそれこわい……」

　子供も見るような番組でそんなえぐいシーンやっていいものだろうか。

「それで、いまやっているジェットは自由に空を飛ぶんです」

　剣と空を飛ぶことになんの関係があるんだ。

　が、突っ込んで聞くのも面倒くさい。

「お姉ちゃん、魔剣セーバージェットのこと知ってるの!?」

　空弥は瞳をきらきらと輝かせながら麻友を見つめた。

「ええ、知ってますとも。主人公の御み剣つるぎ飛翔あすかさんかっこいいですよね。……あ、そういえば先週、飛翔さん、走るタクシーの前に飛び出してタクシー止めてましたね。もしかして、それ真似したんですか？」

　麻友が問いかけると空弥はこくりとうなずいた。

「タクシー、乗りたかったんですか？　どうしてですか？」

「……くうこうに行きたかったの。パパとママ、飛行機でがいこく行っちゃったから。もうずっと帰ってきてないの」

「そうなんですか……」

　ぽつりとつぶやく空弥の両肩に麻友は手を置いた。

「いいですか、飛翔さんがタクシーの前に飛び出しても大丈夫だったのは飛翔さんが大人で、ヒーローだからです。空弥くんは子供なので車の前に飛び出してもごつーんってぶつかって、ものすごく痛くなるだけなんですよ。だからもうやっちゃいけません。わかりましたか？」

「…………わかった、もうやらない」

「それならいいんです。空弥くんはいい子ですね」

　麻友はにこりとほほ笑むと空弥の頭を撫でた。空弥は照れくさそうにしながらも、えへへと笑っていた。

「パパとママが外国に行っているってことは、空弥くんはいまは誰と暮らしているんですか？」

「おばあちゃん」

「そうなんですかー。じゃあ、この迷子札の住所はおばあちゃんの家なんですね。それじゃあ空弥くん、おばあちゃんの家はどっちですか？　一緒に行きましょう」

「んとねー、あっち」

「そうですか」

　麻友は立ち上がると、空弥の手を取り、空弥の指差した方向へと歩き出した。

　俺をこの場に置いて。

「お、おいっ！　俺を置いていくなっ！」

「私はいまから空弥くんの家に行きますので。ああ、今日のご飯はカップ麵かお茶漬け、どっちかにしますね。あ、ねこまんまご飯でもいいですね」

「え、ねこまんまってカツオブシかけるやつ？　味噌汁かけるやつ？　……じゃなくて、俺も一緒に行かせろ！」

　俺は空弥と一緒に歩き出した麻友の隣にあわてて並んだ。麻友は俺に視線を向けることなく、ずっと空弥の顔を見ていた。

　……麻友の機嫌は直ったわけではなかったようだ。




　空弥の案内と迷子札に書かれていた住所をもとに、俺たちは空弥の家に向かった。

　いや、どちらかというと麻友が空弥と一緒に歩いて、その少しうしろを俺がついていくような感じで。

　空弥は麻友の手をしっかりと握り、『魔剣セーバージェット』がいかにかっこいいかを麻友に語っていた。俺にはさっぱりわからないが、麻友は空弥と会話を弾ませていた。

「な、なぁ。魔剣セーバージェットってどんな話なんだ？　簡単でいいから俺にも教えてくれないかなぁ？」

　俺は空弥の顔をのぞきこんで話しかけてみた。

「…………っ」

　空弥は黙り込んで俺から顔を逸らすと、ささっと麻友の背中に隠れてしまった。

　なんだ、この反応の違いは。

　麻友にはあんなに楽しそうに話しかけているくせに。

「克樹さんは誕生日も教えてくれない気の利かない人ですからねぇ、純粋な子供にはわかっちゃうんですねぇ」

　ふふっ、と麻友は俺に向かって冷笑した。

　なんでいまその話をするんだ。それは関係ないだろうが。

　子供の前だから喧嘩の続きをするつもりはなかったが、じとりとにらみつけると麻友はつい、と俺から視線を逸らした。

　そんなことをしながらも俺たちはある一軒家の前に立った。

　ブロック塀にある表札には『鶴丸』と記されていた。どうやらここが空弥のお祖ば母あさんの家らしい。

　麻友はインターホンを押した。

　しばらくするとドアが開き、中年とも老年とも呼べそうなたたずまいの女性が顔を見せた。しわはそんなに深くないようだが、顔色が少し悪かった。

「空弥くんのお祖母さんですか？　空弥くんが道路に飛び出しそうになっていたので連れてきました」

「あらまぁ、そんなことが……！　わざわざありがとうございます。ダメよ、くーちゃん。ひとりで遊びにいったらいけないって言って、ごほごほっ！」

　空弥のお祖母さんは話している最中にいきなり咳き込んだ。

「大丈夫ですか……？」

「すいません、いま風邪をひいてしまって……だからくーちゃんともなかなか遊んでやれなくて……」




　それからお祖母さんは時々咳き込みながらも話してくれた。

　空弥の両親は海外出張でいまは自分が空弥の面倒を見ていること。祖父はすでに他界していること。空弥の両親はまとまった休日が取りにくいらしく、もう２ヵ月も帰ってきていないこと。いまは風邪が長引いてしまって空弥と一緒に遊ぶのも辛いこと。

「なるほど……空弥くん、さみしがってるんですね。──わかりました！」

　麻友はいきなり声を上げると空弥を抱きしめた。




「それなら私がこれから空弥くんと遊んであげます！」





◆






　──木曜日になった。

　俺は会社に行き、麻友は短大に行く日々。

　学校から帰った麻友は足しげく空弥の家に行っていた。

　俺が帰宅するのは夕方以降になるため、俺は麻友と空弥がどんなことをしているか、麻友から聞くことしかできなかった。

　麻友は空弥と遊ぶだけでなく、風邪で家事がいつものようにできなくなっているお祖母さんの手伝いもしているらしい。

　おかげでいつもは手作りのおかずが２品以上並ぶ夕飯に、代わりにスーパーの惣そう菜ざいが並ぶこともあった。

　それはべつにいい。用意してもらっているのは俺なのだから。

　だが。

「空弥くんのお誕生日は３月らしいですよ。偉いですねぇ、自分から教えてくれるなんて。どこかのめんどくさがりさんとは違いますねぇ」

　などとちくちく俺を攻撃してくるようになった。

　麻友とは普通に会話をしているが、誕生日を教えなかったことを許したわけではないようだ。

　だからといって、俺が「はい、ごめんなさいでしたー」なんて言えるわけもない。

　俺はまだ自分が悪いだなんて思っていない。上うわっ面つらだけの謝罪をしてもすぐ見破られそうな気がする。

　……まぁ、麻友が嫌みを言うのやめたら謝ろうって気にもなるかもしれないし。

　たまにはこういうこともあってもいいだろう。

　そんなふうに思っていた。




　金曜日になった。

　俺はいつものように会社に行き、富岡さんの指示のもと輪転機を回したり、紙の束を運んだり、社員さんにＤＴＰソフトの使い方を教わったりしていた。

　終業間際、ポケットに入れていた携帯電話のバイブが２度震えた。震え方からたぶんメールだ。あとで確認すればいいやと思ってそのときは携帯を開かなかった。

　そして本当に仕事が終わり帰宅していい時間になったとき、俺は改めて携帯電話の画面を見た。

　メールは麻友からだった。２通来ていた。




『空弥くんのお祖母さんの具合が悪くなったので一緒に病院に行きます。今日は遅くなるかもしれません』

『お祖母さんは入院することになりました。しばらくついてあげるので夕飯準備できません』




　メールを読んだ俺はすぐさま麻友に電話した。麻友はいまも病院にいると言い、俺は会社からすぐに病院へと向かった。

　麻友に教えてもらった病室に行くと、そこには麻友と空弥、そしてベッドに横たわる空弥のお祖母さんの姿があった。

「克樹さんっ」

　麻友は俺の顔を見た瞬間、安堵の表情を浮かべた。

　俺は軽くうなずき、空弥のお祖母さんが横たわるベッドのそばに行った。お祖母さんは以前よりも顔色が悪く、ずいぶんとやつれているようにも見えた。腕に点滴をして、鼻に酸素のチューブがつながっているせいもあるだろう。

「肺炎、だそうです。しばらく入院する必要があるってお医者さんが言ってました」

　お祖母さんの代わりに麻友が説明してくれた。

「わざわざ来ていただいて、ありがとうございます……」

　息苦しそうにしながらもお祖母さんは俺に挨あい拶さつする。俺は彼女にできるだけ無理をさせないように自分から顔を近づけた。

「いえ、お祖母さんは無理しないでください。……苦しいところおたずねするのも申し訳ないのですが、空弥くんのことはどうするつもりですか？」

「くーちゃんは、知り合いの家に預けようと思います。……くーちゃん、ちょっとこっちおいで」

「おばあちゃーん」

　お祖母さんが呼びかけると、空弥はとてとてと祖母の枕元に走り寄った。

「くーちゃん、おばあちゃんね、今日からここにお泊まりすることになったの」

「ボクもおばあちゃんと一緒にお泊まりするー」

「それはできないのよ……。だからね、くーちゃんはおばあちゃんのお友達の家にお泊まりしてほしいの。くーちゃんの知らない人の家だけど、くーちゃんはいい子だからお泊まりできるわよね？」

「ふぇ……しらないひと？　ボク、知らないひとのおうちでお泊まりしなきゃいけないの……？」

　空弥の声が震えるが、お祖母さんは黙ってうなずいて肯定するしかできないようだった。

「やだー！　知らないひとのおうちいやー！　うわああああああんっっ!!」

　ここは病院だというのに空弥は大きな声でわんわんと泣き出した。麻友はそんな空弥を抱きしめ、背中を優しく撫でつけた。小さな空弥の手が麻友の身体をひしっとつかむ。

「……知らないひとのおうち行きたくない……。麻友お姉ちゃんのおうちがいい……」

「え……その……」

　麻友は困ったように俺の顔を見つめてきた。

　空弥のことはなんとかしてあげたい、だが自分には決定権がないのでなにも言えない、そんな気持ちはすぐに伝わってきた。

　俺は麻友に向かって小さくうなずく。

　だいじょうぶだと。

　そして俺はお祖母さんに向き合った。

「あのですね、実は俺と麻友は一緒に住んでいるんです。もしよかったら俺たちが空弥くんを預かりましょうか？　もちろんお祖母さんがそれでいいならという話ですが……」

「え……麻友ちゃんと一緒に……」

　ベッドに寝たままのお祖母さんは俺と麻友の顔を交互に見つめた。

「麻友ちゃんにはここ数日とてもお世話になりました。麻友ちゃんがいい子だということはわかってます。こほっ、でも、だからといってお世話になるわけには……。若いふたりの生活を邪魔してはいけませんし……げふっげふっ」

「無理しないでください」

　咳き込んだお祖母さんに俺は声をかける。

　やはり出会って数日の人間、しかも同棲している男女になんてかわいい孫を簡単に預けることはできないか。

「いやだもん！　知らないひとのうち行くより、麻友お姉ちゃんのおうち行くもん！」

　麻友の身体にしがみつきながら空弥はかたくなに主張していた。

「……あの、空弥くん、俺たちと出会ったとき、自分ひとりで空港に行こうとしていたんですよ。もし空弥くんを知らないひとの家に預けたりしたら、空弥くん、勝手にそのひとの家を飛び出しませんか？」

「そう、かもしれませんね……。麻友ちゃんがくーちゃんを預かってくれるほうが安心できるかもしれません。こちらこそ本当に甘えてもよろしいのでしょうか？」

「もちろんです」

　俺の言葉にお祖母さんは安心したのか、ほうっと力なくため息を吐いた。




　空弥の両親の連絡先も聞いた。

　少し時間はかかったが、空弥の両親に国際電話をかけることはできた。電話越しに空弥のお祖母さんのことと、空弥を一時的に預かることを伝えた。

　見知らぬ男女に大切な子供を預けることができるのか心配だったが、病院の主治医が会話のしづらいお祖母さんの代わりに言葉を伝えてくれた。ついでにひとりで空港に行こうとして事故りかけたこと、知らないひとの家に預けられればひとりで飛び出す可能性もあるということも俺が話した。

　電話口の向こうの空弥の両親は不安そうにはしていたが、麻友が懇こん切せつ丁てい寧ねいに頼み込んだおかげか、空弥がそれでいいならと許可をもらえた。

　ただし、空弥の両親には毎日電話をかけることになった。

　そして、なんとか仕事を片づけて再来週には一時的に帰国してみせるとも言っていた。

　電話越しでも両親の声を聞くことができて、空弥はとても喜んでいた。




　病院から出たときはすでに空は暗くなっており、少し冷たい風が頰を撫でつけた。

「さてと……腹減ったな。うどんでも食いにいくか」

「いいですねー、うどん」

　そう答える麻友は空弥の小さな手を握りしめていた。

　俺は空弥の前にしゃがみこみ、目線を合わせた。

「うどん食べにいくぞ。うどん好きか？」

「…………」

　空弥は目線を逸らすと、こそこそと麻友の脚に隠れてしまった。

「おうどん好きですか？　空弥くん」

「……好きぃ……」

　麻友が改めて尋ねると空弥は小さく答えた。

　預かると言い出したのは俺だし、俺の責任になることはわかっているのだが……こんなんで本当に大丈夫だろうか。

　……まぁ、なんとかなるだろう。というかなんとかするしかない。

　俺は密かにため息を吐きながら立ち上がった。

　情けなくも、今後のことに少し不安になりながら。





◆６月、２週目




　空弥を預かって２日過ぎ、日曜日となった。




『フライアウェイ！　この無限の空へいまきみと一緒に！』

「ふらいあえー」

「ふらいあうぇいー」




　タオルケットを被ってソファベッドで寝ている俺の横で、きゃいきゃいと騒ぐ声が聞こえた。

　正直言って、うるさい。

　たしかに麻友は日曜朝になると俺の寝ている横でテレビを見ていた。だがオープニングに合わせて歌うなんてことはせずに静かに見ていたのであまり気にならなかった。

「……おい、少しは静かにしろ。隣で寝ているんだぞ」

　俺はタオルケットから顔を出して麻友と空弥をじとりとにらみつけた。空弥は怯えた顔で麻友の背中に隠れた。

「おそようございます、克樹さん」

「なんだよ、その挨拶。まだ８時だぞ」

「もう８時ですよ。牛乳屋さんも新聞屋さんも起きてます。にわとりさんもスズメさんも起きてます。お寝坊なのは克樹さんのほうです」

「……だからなんなんだよ、その比較対象は」

「いつもは起きている時間じゃないですか」

「いつもは仕事があるからだろ。今日は日曜だろうが……俺は寝ていたいんだよ」

　タオルケットを再び被り、二度寝に入ろうとしたときだ。

「ふぁあぁああぁ～」

　どうやらＣＭも終わり本編が始まったようで、空弥が大きな声を上げた。

　こんな調子じゃ二度寝することも難しそうだ。

　キッチン兼俺の部屋から追い出すにも麻友の部屋にはテレビがないのでしょうがない。

　俺は生あくびをしながら身体を起こした。

　反射的に枕元の煙草を手で探そうとすると、そこには灰皿も煙草もなかった。

「ダメですよ、煙草は空弥くんがいるあいだは禁止って言ったじゃないですか」

　そういえばそうだった。

　空弥が来てからというもの俺は麻友に禁煙するように言われ、煙草を取り上げられていた。

　まぁ、そもそもここ最近そんなに吸っていなかったが。

　しかたなく俺も同じようにテレビへと視線を移した。

　テレビの画面の中ではイケメン俳優がかわいい女優にせまられ、うろたえていた。もちろん演技だ。しかし空弥は真剣な表情でそれを見ていた。

　どうやら主人公とヒロインがデートをする話のようだ。

「麻友お姉ちゃん、でーとってなぁに？」

「そうですねぇ、大好きだと思っている相手とふたりで出かけることです」

「じゃあボク、麻友お姉ちゃんとでーとする！」

「あらあら」

　空弥は子供らしく気軽に麻友に抱きつき、麻友はその頭を撫でた。

「お兄ちゃんともデートするかー？」

「…………っ」

　俺が空弥に顔を近づけると、空弥はささっと麻友の身体に隠れてしまった。

「克樹さん、ダメです」

　とがめるように麻友は呼びかけてくる。

「ボーイズラブは空弥くんが18歳以上になってからですよ」

「そういうことじゃねーよ!?」

「そのころには克樹さんもおじさんになってますが……おじさん×青年ですか。王道でいいですね。あ、でも青年×おじさんもなかなか捨てがたいです。克樹さんはどっちがいいと思いますか？」

「俺に聞くな……」

　というか子供の前で変な話をするな。

　妙なことを覚えたらどう責任を取るつもりなんだ。

　空弥はというと、再び画面に釘づけになって俺たちの会話を聞いていないようだった。

　いつの間にか変身ソードで変身した主人公が空を自由に飛んで敵と戦っていた。

　……だからなんで剣で空が飛べるようになるんだ。




　やがて特撮番組は終わり、変身ヒロインもののアニメが始まった。

　それも一緒に見たあとに麻友はようやく朝食の準備をし始めた。このあとの番組には興味はないらしく空弥は麻友の足元で魔剣セーバージェットの変身ソードで遊んでいた。

『展開空装！　魔剣セーバージェット！』

　空弥は変身ソードを自分の胸に突き立てた。一瞬ぎょっとする光景だが、どうやら手品に使うナイフのように、刃が柄に挿入されるような仕組みになっているらしい。そしてその刃を押し込むと、音が出る仕掛けのようだ。

　次に空弥は剣を掲げて見せた。

『ユーキャンフライインザスカイ！』

　電子音声と共に軽快な音楽も流れる。最近の玩具は本当によくできている。

「なぁ、お兄ちゃんにもちょっと触らせてくれないか？」

「…………やだぁ……」

　俺が話しかけると空弥は玩具をぎゅっと抱きしめ、俺から離れていってしまった。

　そばにいる麻友に視線を向けると麻友は苦笑を浮かべた。

　麻友に対してはずいぶんと懐いているが、俺に対しては２日間、ずっとこんな調子だ。

　もしかしたらこれは俺が最初に空弥を怒鳴りつけたせいかもしれない。

　空弥はずっと麻友にくっついていて、風呂に入るのも麻友と一緒だ。当然寝るときも麻友と一緒に寝ている。

「ご飯できましたよ。克樹さん、並べるの手伝ってください。空弥くんもお姉ちゃんとお兄ちゃんのお手伝いお願いしますよ」

　麻友が話しかけると、空弥はこくりとうなずき、俺に少しだけだが視線をよこした。




　昼過ぎになり、俺たちは空弥を連れてお祖母さんが入院している病院へと向かった。

　ナースセンターで受付をしつつ病状を聞くと、あまり調子はよくないらしい。長時間の面会や会話は負担になるので、できるだけしないようにと言われた。

　部屋に入ると、あいかわらず腕に点滴をして、鼻に酸素チューブをつけたお祖母さんがいた。

「おばあちゃーん」

　空弥が駆け寄ると、お祖母さんはうれしそうな顔を見せて起き上がろうとした。その瞬間、咳き込んでしまう。

「無理しないでください、お祖母さん」

　麻友はお祖母さんへと近づくと彼女の肩を抱き、起きる手伝いをしてあげた。

「おばあちゃん、おばあちゃん！　あのね、今日のご飯はオムライスだったんだよ！　麻友お姉ちゃんのご飯、すっごくおいしくてね、それでね、魔剣セーバージェットがね！」

　空弥がいままでにあったことを順序もバラバラに話し出すが、お祖母さんは力なくこくこくとうなずくばかりだ。

「だめですよ、空弥くん。看護婦さんにも言われたじゃないですか。お祖母さんは具合が悪いからあまりお話できないって。そんなに一気に話しかけてはいけませんよ。そっと、そっとです」

「…………わかったぁ……」

　麻友の言葉に空弥は残念そうにしながらも小さくつぶやいた。

　かわいそうだが、しょうがないことだ。

　俺たちは簡単に空弥は相変わらず元気だということ、空弥の両親とは昨日も電話したことを話した。

　話を聞いているだけでもお祖母さんは辛そうにしていて、俺たちはそれほど時間が過ぎないうちに病室から出ることを決めた。

　病室から出たあと空弥はしょんぼりと肩を落としていた。

　せっかく会えたというのに祖母とはあまり話ができなかったせいだろう。

「空弥くん、お祖母さんはきっと元気になりますよ。それまでいい子にしていればきっと褒ほめてもらえますよ」

「……うん……」

　麻友の言葉にも空弥は力なく答える。

　両親にも会えない、祖母とも話をすることができない、空弥が元気を出せない気持ちもわかってしまう。

　俺は空弥の前にしゃがみ込んで顔の位置を合わせた。

　そして両手を使い、顔をくしゃりと歪めてとっておきの変顔を作ってみた。

　これは俺の隠し芸でもある。中学生だった頃はこれで何人もの知り合いの食事を邪魔してみせた。

　なのに空弥は。

「…………」

　いつものように麻友の脚に隠れるだけだった。

「ぶひゅぅっ」

　その代わりといっては麻友がなんだか豚のような声を上げた。

「おまえのためにやったんじゃねーよ」

「い、いえ……すごい技術をお持ちなんですね、と感心を。……ぶふぉっ。変なお兄ちゃんですよねぇ、空弥くん」

　麻友が話しかけると空弥は小さくうなずくだけだ。

　俺では空弥に対してなにもすることができない。笑わせることも、元気を出させることも。

　もどかしさを抱いたまま俺は立ち上がり、頭をかいた。





◆






　月曜日になった。

　空弥を預かると言ったのは俺だが、言い出したときは平日どうすればいいのかまでは正直考えてなかった。

　託たく児じ所しょは使えるんだろうか、と麻友に相談してみたところ、麻友が短大に連れていくから大丈夫だと言い出した。麻友曰いわく、どうにかなると。

　朝、いつものように麻友に見送られて会社に行き、仕事をしているあいだもずっと空弥と麻友のことが気になっていた。

　帰ってきてから麻友に短大ではどうしていたのかと聞くと、キャンパス内に幼稚園があるのでそこで面倒を見てもらったり、友だちに協力してもらっていたらしい。

「でも、本当はやっちゃいけないんですけどね」

　麻友が苦笑しながらそんなことを言う。それはそうだろう。

「私は保育学科ですので。そこらへんの融通はちょっとだけ利いちゃったりするんです。あんまり長くなるようでしたらさすがに問題になるかもしれませんが」

「へぇ、おまえ保育学科だったのか」

「……そうですよ、保育学科だったんですよ。克樹さんにずっと聞かれなかったから教えませんでしたけどっ。克樹さんは私がどんな学科に通っていてもどうでもいいかもしれませんけどー？」

「なんだよ……俺が悪いみたいに言うな」

「べっつにー。克樹さんはめんどくさがりやさんですからね。相手のことを積極的に知ろうとするなんて、克樹さんには難しいかもしれませんけどー。あーあ」

　そう言って麻友は俺からついと顔を背けてしまった。

　おまえだって俺の誕生日聞かなかったじゃねーか。

　自分のことを棚に置いておいて、本当面倒くさいやつだな。

　とは思いつつも口に出せば余計にこじれてしまいそうな気がしたので言わなかった。




　さらに数日が過ぎた。

　相変わらず俺と空弥の距離感はあまり変わらず、俺が話しかければささっと隠れてしまう。

　それだけじゃない、麻友はすっかり空弥の面倒ばかりを見るようになってしまった。

　麻友が家事や炊事をしているあいだも空弥は麻友にべったりとくっついている。さすがに負担になるだろうから俺が面倒見ようか、と言い出しても、空弥自身が俺に懐かないのでそうはいかない。

　麻友も空弥を叱りつけることなく、家事の合間に適度に空弥の面倒を見ていた。

　俺だけが、俺ひとりだけがその光景を少し離れた場所で見ていた。




　……正直に言おう。俺はその光景に嫉妬していた。




　麻友は学校に行きながらも家事をして、よく絡んでくる俺の面倒まで見てくれていた。離れてしまって、改めて麻友はよくやってくれていたと感じる。

　だけど、空弥のいる場所には本来俺がいたはずだ。

　いやそれだけじゃない。俺だったら空弥よりももっと深く、密に麻友と重なることができる。だけどいまはそれができない。

　麻友の近くには常に空弥がいるからだ。

　べつに空弥のことが嫌いになったわけじゃない。

　空弥はまだあんなに小さいのに両親とも祖母とも離れて、がんばっている。そのさびしさを紛らわせるために麻友にベタベタとくっついているのだろう。

　そもそも空弥を預かると言い出したのは俺だ。

　子供に嫉妬するなんて大人げなさすぎる。

　……わかっているんだ、わかっているのに。

　なのに、やっぱり面白くない。

　同時に子供なんかに嫉妬している自分が本当に嫌になる。

　だって空弥を預かるのはほんの一時的なことだ。お祖母さんが元気になれば、空弥とは別れることになる。




　だけど──これがもし俺と麻友との本当の子供だったら。




　子供を懐なつかせることもできないのに子育てなんてできるのか。麻友が子供ばかり構うようになってしまったら、俺は自分の子供相手にも嫉妬してしまうのか。

　そんなことで俺は本当に麻友と一緒に共に歩み続けられるんだろうか。

　俺は、麻友の家族になれるんだろうか。




　──自分勝手で面倒くさがりで、他人のことなんてまるで考えない俺が、本当に嫌だ。




「それじゃ、空弥くん。お風呂に入るからお着替えの準備をしましょうね」

「うん！　ボク、魔剣セーバージェットのシャツ着る！」

　和室のほうから麻友と空弥の声が聞こえる。

　俺はぼんやりとテレビをながめながらその声を聞いていた。

　やがて着替えとタオルを手にした麻友と空弥が和室から出てきた。

「それではお先にお風呂いただきますね」

　麻友が俺に声をかける。いつもなら「ああ」とか「どうぞ」とか俺は答えるはずなのに。

「……俺も一緒に入りたいなぁ」

　そんな言葉がついぽろっとこぼれてしまった。

　言った瞬間、麻友は目を丸くして俺を見つめてきた。

　やばい、俺もそんなことを言うつもりはなかったんだ。

「あ。あぁ……えーと……」

　次に出すべき言葉さえ見つからない。

「もう、なに言っているんですか克樹さん。３人で入るのは狭いですよ。そうですね、それじゃ銭湯に行きますか？」

「い、いや、そういうことじゃ……」

「あ、それだと男湯と女湯で別れるから結局３人で入れませんね……。しょうがないです、克樹さん、女体化するか、ショタ化するかしてください。さぁ、早く」

「無茶ぶりするんじゃねーよ!?　も、もういいよ、ただの冗談だったんだから！　おら、さっさと風呂入ってこいっ！」

「はーい。それでは行きましょうか、空弥くん」

　麻友は空弥を連れて風呂場に行ってしまった。

　俺はそのままテレビを見る気にもなれずソファベッドに横になった。

　……俺、本当になにやってるんだ。

　一緒に風呂に入りたいとかガキみたいなこと言って。

　いいんだよ、いいんだよ。どうせ俺なんか誕生日も教えない甲斐性なしなんだ。素直に懐く子供のほうがかわいいのは当然なんだ……俺なんかこのまま麻友に捨てられてしまうんだ……。

　などとうだうだやっているうちに麻友と空弥が風呂場から出てきた。

「お風呂いただきましたー。あったかいうちにどうぞー」

　パジャマを着た麻友は同じように着替えた空弥の髪をタオルで拭いていた。

　斜めうしろから眺め見る麻友の姿。髪の毛はまだドライヤーで乾かしてないせいかしっとりと濡れて艶を帯びていた。頰から耳のうしろまでがほんのり赤く染まっているのはしっかりと温まってきたせいだろう。

　いま触れる肌はどんな滑なめらかさを持っているのか。

　いま髪の毛に顔を埋めたらどんな匂いがするのか。

　何度も触れてきたからそれをたしかに知っているはずなのに、遠い記憶のように思えてきた。

　知らず知らずのうちにその艶姿に手を伸ばしかけた。

「じゃあ、次はドライヤー使いますからねー。目を閉じていてください」

「うんっ」

　麻友は立ち上がり、棚の上に置いていたドライヤーを手に取った。

　俺は手を伸ばしたと思っていたが、実際は自分の手を軽く握りしめるだけだった。

　……なにやっているんだ、俺。ここには空弥もいるっていうのに。

　麻友がドライヤーのプラグをコンセントへと挿し込んでいるのを横目で見ながら、俺は自分のぶんの着替えとタオルを用意して風呂場に向かった。




　風呂場から出ると、麻友の姿はなかった。和室できっと空弥を寝かしつけているのだろう。

　俺はため息を小さく吐くとテレビの横に腰かけ、タオルで頭を拭いた。

　突然、音もなく和室の襖が開いた。

「……っ……！」

　思わず声を上げそうになった俺に、襖のあいだから顔を出した麻友が、立てた人差し指を自分の唇に押し当てた。静かにしてください、ということだ。

　麻友は和室から出てくると音もなく再び襖を閉めた。

　そして俺の座っているところへとすり寄ってきた。

「えへへー、克樹さぁん」

　頭を寄せるような姿勢のせいで、さっきは感じることのできなかった麻友の匂いが鼻び腔こうをかすめた。

「な、なんだよっ」

「さっきはどうしたんですか？　俺も一緒に入りたい、なんて。いつもだったらそんなこと言わないですよねぇ」

「べ、べつになんだっていいだろ。じょ、冗談だって言ったじゃないかっ」

「んふー。本当に冗談なんですかぁ？　そうなんですかぁ？」

　つつ、と麻友の指が俺の膝を撫でる。

「や、やめろっ、ばかっ。静かにしなきゃいけないんだろっ」

「そうですね、空弥くんも寝てしまいましたからね。……だから」

　麻友は静かに立ち上がると俺のソファベッドの枕元へと正座した。

「いまからの麻友お姉ちゃんは克樹さんのものです。さ、甘えん坊の克樹さんには私が耳掃除してあげましょう。ここに寝てください」

　どこからか取り出したのか耳かきを片手に、麻友は自分の膝をぽんぽんと叩いた。

「い、いいよ、そんなのっ！　が、ガキじゃねーんだからっ」

「えー、私のテクはすごいですよー。脳のう髄ずいとろとろにかき回しちゃいますよ」

「……それ鼓膜破って変なとこまで届いてないか」

「いいからいいから。天国見せてあげますから早くおとなしく膝枕されちゃってください」

　本当の意味で天国見せられるような気もしたが、……正直、麻友の提案はいまの俺にとってとても蠱こ惑わく的てきなものだった。この数日、俺が麻友にまともに触れる機会はなかった。いま空弥は隣の部屋で寝ていて、麻友は素直に俺を受け入れようとしてくる。

「…………」

　我慢することは、できなかった。

　俺はソファベッドに横になると麻友の太ももへと頭を乗せた。麻友の腹に後頭部を向け、耳を上にするように横向き寝で。それだけでも麻友の太ももの弾力を側頭部で感じ取ってしまう。

「はーい、それではいきますよー。じっとしていてくださいね？」

　細長い棒が耳の孔あなへと挿し込まれた。自分の意志で挿し込んだものじゃないせいか、ぞくぞくと寒気のようなものを感じ取ってしまう。

「こりこりこりこりこーりこりー」

　耳かきが耳の奥でくりくりと回転する。くすぐったいような、むずがゆいような感触に俺は顔を動かしたくなる。だが、我慢だ。変に動いてしまえば耳の奥を傷つけかねない。

　それに、じっとしていればやがてそのくすぐったさにも慣れてくる。

　耳孔を小さく小さくかかれるその感覚が心地よくて、俺はいつの間にか瞼まぶたを閉じていた。

「ふっ」

「うわっ」

　いきなり麻友は耳かきを引っこ抜き、耳じ朶だに向かって生温かい息を吹きかけてきた。耳朶をむわりと包む空気に俺は肩を震わせた。

「はい、次はもう片方の耳ですよー。こっち向いてください」

「……ああ」

　今度は麻友に後頭部を向けるのではなく、麻友のほうを見る方向へと身体を傾けた。

　途端にパジャマを着た麻友の腹が視界いっぱいを埋め尽くす。さっきまでは意識しなかった石鹼の香りが鼻腔をくすぐり、間近に迫る麻友の熱をわずかに感じる。知らず胸がとくとくと高鳴った。

「それじゃ、こっちの耳もきれいにしちゃいますからじっとしていてくださいね……」

　麻友の声が耳朶をくすぐった。それだけでも俺は再び肩を震わせそうになってしまい、身体を強こわ張ばらせる。

　細い棒が耳の孔へと挿し込まれた。

　その感触はもう慣れたもので、そんなに身じろぎするほどでもなかった。

　ただ、麻友の身体がすぐそばにあるというこの光景。あの薄い布をめくり上げれば細い腰に、ふにふにとやわらかい腹がある。

　触れることができそうで、いまは触れてはいけない。

　どうにもこうにも俺の心を落ち着かせない。

　石鹼の香りが、鼻腔から脳髄までをくすぐっているせいもある。

「なぁ、麻友……」

　そんな状態のせいで俺は麻友へと話しかけていた。

「ダメですよー、いま耳掃除中なんですから。しゃべったりしたら変なとこ擦っちゃいますよ」

「……それ、もういいから」

　麻友は耳かきを引っこ抜き、俺は麻友の腹に額を擦りつけた。

「俺だけ空弥とうまくやっていけてないな……」

「まぁ、克樹さんは出会ったときに空弥くんを叱ってしまいましたからね。第一印象があんまりよくないから、どう話しかけたらいいのか空弥くんもわからないのかもしれません。あまり気にすることじゃありませんよ」

「そうじゃないんだよ。俺…………空弥に嫉妬している」

「あらあら」

　麻友の手が俺の頭を撫でる。

　その優しささえ、いまの俺を責め苛さいなむ。

「俺は、麻友と共に歩むと誓ったんだ」

「ええ」

「もしかしたら子供もできるかもしれない」

「そうですね」

「……そしたら俺、空弥にしてるように嫉妬するかもしんない。麻友を取られたくなくてガキみたいなこともするかもしんない……」

「そうでしょうか？」

「いやだって……まだ１週間も経ってないのに俺はガキなんかに嫉妬しててさ。本当に子供できたらそれ以上の時間麻友を取られるのに……。俺、ダメな人間すぎるよな……。バカみたいだ」

　こちんっ。

　麻友の膝の上でぐちぐち言っていたら、麻友の手が俺の額を叩いた。

「いてっ、なにするんだよっ」

　音に反して結構痛かったのである。

「まったく、相変わらず克樹さんは面倒くさい人ですねぇ」

「……悪いか」

「いえいえ。そんな克樹さんだからこそ私も共に歩むと誓ったのです」

「…………」

　頭を撫でられながらそんなことを言われれば照れるしかない。

「そんなに心配しなくても克樹さんの想いはちゃんと空弥くんに届いています。……もし私と克樹さんのあいだに子供が生まれてもきっとうまくやっていけますよ」

　そうかな。

　そうだといいな。

　ぼんやりとそんなことを思っているとだ。

　ガラリと襖の開く音が聞こえた。

　身体を起こしてそっちのほうを見ると、空弥が目を擦りながらそこに立っていた。

「あらあら、空弥くん。起きてしまいましたか」

　空弥は眠そうにしながらもこくりとうなずいた。

「空弥くん。私は克樹お兄ちゃんのことが好きなんです」

「……ぶほっ」

　いきなり麻友はなにを言い出すんだ。思わず噴き出してしまった。

「空弥くんも克樹お兄ちゃんのこと好きですか？」

「…………」

　麻友の問いかけに空弥は視線を逸らした。

　最初に怒鳴りつけ、いまだに慣れてない相手のことを好きだなんて言えないんじゃないか。

　俺はそう思っていたのだが。

「………………うん、好き……。おもしろい顔するもん……」

　空弥はもじもじと両手を絡め合わせながらもそうつぶやいた。

　ほら、とばかりに麻友は俺のほうへと視線をよこす。

「空弥くんは私のことは好きですか？」

「うん、好きっ」

　相変わらず麻友のことは即答で、差を感じるしかない。

「克樹お兄ちゃんも私のことが好きなんですよ。だから克樹お兄ちゃん、空弥くんに私を取られてしょんぼりしてるんです」

「ふぇー……」

　空弥はまじまじと俺を見つめてきた。

　麻友も俺に視線を向けてきて、なんというか居心地が悪い。

　空弥は「んー」としばらく考える素そ振ぶりを見せた。

「そうだ！　麻友お姉ちゃんと克樹お兄ちゃん、でーとすればいいんだよ！　こないだ魔剣セーバージェットもやってた！」

「そうですね、それはいい考えです。それでは私は克樹お兄ちゃんといまからデートしてきますね」

「えっ、おい、いまから!?」

　麻友は俺の手を引っぱりながら立ち上がった。

「空弥くん。私たちはいまからデートに行きますので、空弥くんはひとりでお布団に入っていてください。お留守番、できますか？」

「できるっ」

　空弥は片手を挙げて返事をした。

「それじゃ、とりあえず空弥くんがお布団入るところまで確認して、そのあと出かけましょうか」

「本当にいまから……？」

「はい、いまからですっ」

　麻友は俺に向かってウィンクしてみせた。





◆






　財布と部屋の鍵だけを持った俺たちはパジャマ姿のまま夜の街を歩いた。

　昼間は湿気て熱を帯びた空気がじめじめとまとわりつくというのに、夜の空気はひんやりしていて、パジャマ１枚では少し肌寒さを感じるほどだった。

　暗い道を街灯が照らし出す。

　周囲の家で明かりが灯っている割合は半々といったところだ。おそらくすでに就寝しているのだろう。

　誰ともすれ違うことなく俺たちは夜道を歩いた。

　すでにバスの最終便も出てしまっている。

　そもそもこんな格好じゃ電車に乗ることもできない。

　しょうがないので自販機でジュースを買い、俺たちは近所にある公園に向かった。

　子供が遊ぶために作られたそこにはブランコやジャングルジム、滑り台、ベンチなどが設置されていた。

　俺たちはベンチにふたり並んで座り、さっき買ったばかりのジュースを飲む。

「ふふー」

　麻友は俺の肩に頭を乗せてきた。

「ひさしぶりにふたりきりですねー」

「あ、ああ……」

　空弥に嫉妬しているのは自覚していたが、改めてふたりになればどんなことを話せばいいのかもわからない。空弥が来る前はとりとめもない話をあんなにたくさんしていたというのに。

　おかげでそんなに喉が渇いているわけでもないのにジュースをこくこくと飲んでしまう。

　自販機で冷やされた甘い液体は俺の身体から熱を奪っていく。

　思わずぶるりと震えると、それを察知したかのように麻友は俺の肩へと身を寄せてきた。

　パジャマの向こうに感じる熱が、気持ちいい。

　俺は話すべき、いや謝るべきことがひとつあったのを思い出した。

「あの、な、麻友…………誕生日教えなくて悪かったな」

「そうですよ。私の誕生日のときにはプールに行ったのに。まぁ、あのときはちょっと喧嘩しちゃいましたけどね」

　麻友の誕生日は11月初めだ。

　たしかに俺は去年、麻友を連れて温水プールへと出かけた。だが。

「……あれ、あのとき俺、プール行くのが誕生日プレゼントって言ったっけ」

「いいえ、言ってませんでしたよ。あのころの克樹さんはあんまり素直じゃなかったですからね。だから改めてプレゼントをねだったんですよ」

　しれっと麻友はそんなことを言った。

「そもそも仕事先でもらってきた優待券をプレゼントに流用するなんてけちくさいですよ」

「ぐうぅ……」

　俺はなにも言い返せなくてうなってしまう。

「でも、ですね。気持ちはうれしかったんですよ。私と一緒に出かけてくれようとするなんて。……私なんてただの家出少女でしかなかったのに」

　麻友の手が俺の手に重ねられた。

「だから、私だって克樹さんのお誕生日ちゃんとお祝いしたいんです。……いままで聞かなかった私も悪いんですが」

　俺の肩に頭を乗せながら麻友は小さくつぶやいた。

　鼻腔をくすぐるシャンプーの香り。

　同じものは俺も使っているはずなのに、どうしてか花の香りを強く感じてしまう。

　ここ数日、俺はまともに麻友と触れ合うことはできなかった。

　パジャマの向こうに感じる熱を、やわらかさをもっとこの手に感じたい。

　麻友のあごに触れれば、察してくれた麻友が身体を伸ばして顔を近づけてくる。俺たちはベンチに座りながら唇を重ね合った。

「……ん…………」

　薄皮膚と薄皮膚を押しつけ合い、互いの熱を感じ合う。舌先を挿し込めば同じように挿し込まれてきた麻友の舌先とぶつかった。

　そのまま唇と唇の狭間で舌先を絡め合わせた。

　くちっ、くちゅっ、ちゅ……。

　優しい水音が湧き立ち、口腔から耳朶へと響く。

　は、と熱い吐息がどちらからともなくあふれ出て、唇の中で混ざり合った。

「……ん、ふぁ……」

　唇の隙間から麻友の甘い声がこぼれ落ちた。

　こんな声を聞くのもいつぶりだろうか。

　本能を煽る煽情的な声に俺は迷いなく麻友の唇に吸いついた。

「ん、んん、……んン……ッ！」

　舌先で上顎をくすぐれば麻友の肩が小さく震えた。それでも麻友は俺から離れることなく、愛おしげに舌背を重ねてくる。

　粘膜と粘膜の触れ合いが、気持ちいい。

　心を許した相手にしかできないこと。

　共に歩むと誓った麻友とだからできること。

「……ん、ふ……ぁ……ん、んく……」

　口腔にあふれた唾液を麻友の喉奥がこくんと飲み干す。俺も同じく唾液を吸い上げた。滑らかで、それでいて少しだけ甘酸っぱい液体が喉を滑り落ちていく。

　どんなジュースよりも甘美な味であることを改めて思い出した。

　俺は口粘膜から染み出る唾液を舐めとるために麻友の頰肉をくるりと舐め回した。ゼリーを思わせる頰肉の弾力が心地いい。

「ん……んむぅ……っ」

　麻友も応えるように俺の頰肉をくすぐり、上顎に触れた。ぞく、ぞくぞくっ。途端に走る甘いしびれ。性的行為をしているのだという実感。

　俺は麻友と触れ合っている。

　舌先と舌先をこねあわせればよりいっそうの粘液が染み出て、ねちゅねちゅと水音を湧き立たせた。

　深く、奥深くで粘膜を擦り合わせ、時には唇を少しだけ離して方向を変え、俺たちはずいぶんと長いあいだ唇を重ね合わせた。触れ合った。

「……ん……はぁ…………」

　粘膜が溶け合ってしまったのかと思えるほど味わい尽くしたあと、俺たちは唇を離した。

　公園の街灯の下で、唾液の糸がわずかに煌きらめき、そして千切れた。

　は、と麻友は吐息をこぼして顔を小さくうつむかせた。

「……誰かに見られたらどうするんですか」

「……こんな時間に誰もこねぇよ」

　それに、本当に嫌だったら俺に応えたりしない。

　触れたかったのは麻友も同じだ。

「…………」

「…………」

　無言で見つめ合い、息を吞んだ。

　足りない。

　もっと触れたい。

　キスでスイッチが入ってしまったのだと思う。

　身体の奥にこんな欲情の熱がくすぶったままじゃ──帰れない。

「……麻友。ちょっとこっち来い」

　麻友の手を引っぱりベンチから立ち上がらせ、俺は公園の片隅にある遊具のほうへと向かった。ドーム型の遊具で、かまくらのように中に入ることができる。俺と麻友は子供用の小さな入り口をくぐった。

　天井は低く、小柄な麻友は平気そうだが俺は少し身をかがめないと頭をぶつけそうになってしまう。

　立派に成長したふたりが入れば充分に狭さを感じるこの空間。

　俺は麻友の身体を背中から抱きしめた。

　途端にシャンプーの香りが黒髪からふわりと立ち上る。

　いい匂い。石鹼と花を混ぜ合わせたような匂い。

　もちろんそれだけで満足しない。

　は、と荒い息を吐きながら麻友の首筋をやわく嚙んだ。同時に麻友の着ているパジャマのボタンを数個外した。隙間にそっと手を挿し込む。

「……んぁ……っ」

　途端にわずかばかりの乳肉のふくらみと、その先端の乳突起に触れた。麻友は寝るときはブラジャーをつけない主義だ。普段の生活の中で、俺はそのことをよく知っている。

　薄い乳房を手のひらでこねつけながら、乳首を指の腹で転がした。触れれば触れるほどに乳蕾は硬さを増していく。俺はその屹立を軽くひねりあげた。

「……ひゃうっ！　…………っ！」

　鋭い声がこぼれ、その音がドームの中に反響する。

「……ん、んん……っ！　……んっ」

　俺が乳首をこねるたびに麻友は唇を嚙みしめ、声を押し殺した。

　鼻からこぼれる甘い声が俺の背徳感を煽っていく。

　片手は麻友の乳房を弄もてあそびながら、麻友の下腹部へともう片方の手を伸ばした。麻友の身体がぴくりと震えるが、強く抵抗されるようなことはなかった。

　麻友の首筋の匂いを鼻腔と口腔で味わいながら、麻友のパジャマのズボン、そして下着の中へと手を挿し込んだ。

　ちゅく、と音がしたような気がする。

　それはこの狭いドームの中で本当に聞こえた小さな水音だったかもしれないし、性的衝動のままに動いている俺の抱いた錯覚かもしれない。

　だが薄く茂った陰毛の奥、恥丘の割れ目の媚肉はたしかにしっとりと濡れていた。

　麻友も欲情している。俺と同じように。

　その事実を感じ取っただけでも俺は昂たかぶってしまう。

「……麻友……っ」

　麻友の身体を抱きながら、手を動かし続けた。パジャマ越しに麻友の肩の細さ、身体のやわらかさ、そして熱を感じ取る。自然と俺の腰は麻友の尻たぶへと押しつけられた。

「や……っ！　克樹さ、ぼ、勃起して……ひぁっ」

「……男の生理現象だ。気にするな」

　硬直したペニスを布越しに押しつければ尻たぶの弾力が陰茎へと返ってくる。わずかではあるが擦りつけているような感覚を覚えてしまう。

「そ、んなこと、言われてもっ、んんンッ！　……ふぁ、あ……なんだか、えっちなこと、や、あ……、されてる感じがすごくて……、ふぁああっ、んんっ！」

　麻友の尻たぶに性器を押しつけながらも、俺は手を動かすことを止めなかった。乳首をつまみ、指の腹で転がす。同時に濡れた淫核を指先でつまみ、くにくにとしごき上げた。

「やっあぁぁ……！　ん、んんん……っ！」

　気を抜けばこぼれそうになる嬌声を、麻友は唇を嚙みしめることで耐えた。

　ドームの中は暗く、街灯の光がわずかに入り口付近を照らすだけで、月の光も星の光も届かなかった。

　暗闇の中の秘めごと。

　まるで禁じられた行為に手をつけているよう。

「んん……ぅ……っ、んっ、んくぅ……っ！　んん、んぁ、ぁ……んぅう……っ」

　肩に顔を埋めれば麻友の匂いが鼻腔をくすぐり、抑えようとしてもあふれ出る嬌声がすぐそばで聞こえる。興奮する。えっちなことをしているんだって、否いやが応おうでも思い知る。

　麻友の身体、熱い。小さく震えている。やわらかい。

　視界が暗闇に覆われてぼんやりとしているせいで逆に触覚が鋭くなってしまっている。

　俺は麻友を抱いている。触れている。愛撫している。

「……んぁ、あ……っ、ふぁ……っ！　んくっ、あ、あ、んぅううぅ」

　乳突起とクリトリスをつまんでしごく。そっと恥丘の媚肉の奥に指を伸ばせば生温かい愛液がしとどに染み出ていた。その蜜をすくい取り、淫核へと塗りつけた。

　くちゅっ、くちゅちゅっ。ぬちゅっ。

　たしかな水音が湧き立ちドームの壁に反響する。

「ふぁ、あ、あ、んぅう……え、えっちです、んぁっ、えっちすぎます……っ！　わざとじゃ、ないんですかぁ……ふぁああ……っ」

　音が反響するたびに感じてしまうとばかりに麻友は身体を震わせた。

「わざとじゃ、ねーよ……いつもと同じだって……」

　本当にそうだろうか。

　反響する水音。抑え込まれた甘い声。狭い空間に漂う雌の香り。

　耳で、手で、身体で、欲情をかき立てる感覚を味わう。

　いつもと同じ保障なんてどこにもない。

　もしかしたらこの背徳的な空間に夢中になっているのかもしれない。

　俺も、そして、麻友も。

「……んんっ、んんンン……ッ！」

　麻友は細い肩を小さくよじりながら悦楽に声を嚙みしめた。

　それでも抵抗することはない。

　それどころか麻友は──気づいているのか？　自分から腰を俺の手に擦りつけていることに。

　くちゅっ、くちゅちゅっ、ぴちゅっ、……くちくちっ。

　指先でクリトリスと膣孔を交互にくすぐる。揺らめく腰の動きと相まって淫らな水音は激しく湧き立った。

「……んぁ、ふぁっ、あ、あ、んううううう……っ！　あ、あ、あ、ひあ……！　んぅぅ……！」

　嚙みしめても抑えきれない喘ぎ声がドームの中に反響する。水音と混ざり合ったその淫蕩な音に脳髄がしびれてしまう。手を動かすことが止められない。麻友のうなじを唇で食はみながら、俺は情けなくも自分の腰を麻友の尻肉に擦りつけていた。

「あ、あ、……ぁ……っ！　お、おち×ちん……！　克樹しゃんの、ふぁっ、おち×ちんっ、かたぁいっ、あぁぁ……っ」

　麻友は自分の尻の割れ目に食い込んでくる俺のペニスに腰を押しつけてきた。まるでその感触を確かめるかのように。

　まだ性器を直接触れ合わせているわけでもないのに、俺たちの情欲は限界を知らないほどに昂ぶっていく。

「んっ、んんっ、んぁあ……っ！　ひゃめっ、も、ひゃめです……！　イっちゃいま、しゅ……っ！」

　腕に抱いている麻友の身体がびくんと震えた。

　乳突起と淫核、ふたつの小さな果実を俺は指の腹でぷにゅりと押し潰した。

「んんんンンン……ッ！　んくぅううううぅぅうぅ……っ！」

　嚙みしめられた唇から嬌声があふれ落ちた。びくびく、びく、と麻友の身体が震えた。恥丘の肉は強張り、挿し込んでいる指をきゅうきゅうと挟みつけてくる。やがて麻友の身体から力が抜け、俺の胸にくたりと重みを預けてきた。

「……んふぁ……ぁ……」

　絶頂の余韻に麻友は小さく声をこぼした。

　気のせいだろうか、うなじのあたりから漂う雌の香りが濃くなったような気がする。

　もう耐えられるわけがない。

　俺は麻友の尻を覆うパジャマのズボンとショーツを下ろした。ぬちゃりと水音が立ったのはショーツの中がそれだけ愛液で濡れているせいだ。

　暗闇の中で麻友の丸い尻肉の存在を確認して俺もズボンの中から自分の性器を抜き出した。

　麻友の尻たぶの感触を布越しに感じ続けていたペニスは我慢汁を垂れ流すほどに勃起しきっていた。

　その肉棒の先端を粘膜へと押し当てた。

　くち、と水音が湧き立つ。

　直接的な刺激に頭がカッと熱くなった。

　俺は麻友の尻肉をつかみながら一気に自分自身を麻友の膣内へと突き挿いれた。

「ひゃうんっ！　んんんっ、んくぅううぅぅ……っ」

　侵入を阻むものはなかった。愛液で満たされた膣内はペニスをするすると吞み込んでいく。あっという間にペニスは最奥へと到達し、子宮口の柔肉をこつんと叩いた。

「ふあぁああっ、あ、あぁああぁ……っ」

　いままで耐え続けていたというのに麻友は感極まる嬌声をこぼしてしまった。その声は狭いドーム内に反響して、名な残ごりを残す。

「……あ、……あぁ……っ」

　麻友はつかむものを求めるように両手を伸ばし、ドームの壁へ手のひらをついた。かり、と爪がコンクリートをひっかく音がわずかに聞こえた。

　暗闇の中で俺は腰を動かした。

　ずちゅっ、ぐちゅっ、ずちゅちゅっ、ぐちゅっ。

　陰茎が膣粘膜を擦りつけるたびにいやらしい水音が湧き立ち、反響する。膣内に満ちた生温かい愛液はぬるりとペニスにまとわりつき、膣ひだは本能のままに陰茎に絡みついてきた。

「ふぁ、あぁぁっ、んんんっ、あ、あ、あ、やぅうううぅ……っ」

　ぱちゅんぱちゅんと抽挿を繰り返すたびに麻友は声をこぼした。嚙みしめようとしても唇が閉じることはなく、甘い蕩ける声があふれ出てしまう、そんな感じだった。

　せめてもう少し俺に余裕があれば麻友が声を押し殺すくらいの動きに抑えることができただろうが、麻友をこの手と身体だけで感じてきた俺は限界まで欲情していた。

　湧き起こる性的衝動のままに腰を打ちつけるしかない。

「あ、あ、あ……克樹しゃ……克樹さん……っ」

　ぼんやりとした視界の中で麻友は俺のほうへと顔を向け、呼びかけてきた。

「声、自分じゃ止められない、からぁ……っ、私の口、克樹さんが押さえて、くださいぃ……」

　言葉を絶え絶えにしながらも麻友は懇願してきた。

　俺は麻友の尻肉をつかんでいた手を口元へと持っていった。

「……ふぁ……っ」

　途端に麻友は俺の指を軽く食んだ。

　熱い吐息が指の隙間からあふれ出た。俺は麻友の唇を指の腹で覆いながら腰を動かした。

　ずぶぶっ、ずぶ、じゅぼっ、じゅぶぶっ。

　うしろから麻友の淫唇を犯せば、腰を動かすのはたやすかった。亀頭に、裏筋に、思う存分膣肉を擦りつけることができる。ペニスを最奥まで埋めた状態で小刻みに抽挿を繰り返せば麻友の身体はびくびくと震えた。子宮口に近い少し細まったその場所に亀頭を擦りつければ、鈴口からカリ首までひたりと膣粘膜が張りついた。それが気持ちよくて、俺は幾度も幾度も腰を動かした。

「んん……っ！　んむ、んんぁ……っ！　……っ……！　んんううう……っ！」

　麻友の唇からこぼれ落ちようとする嬌声は俺が指で押さえつけている。そのせいで唇のぷりっとした瑞々しい弾力や、熱い吐息を濃密に感じてしまう。

　暗闇の中で。唇を塞ぎ、腰を打ちつけ。

　ひと目を忍んでいやらしいことをしているのだと。

　身体を重ねているというより、麻友を犯しているのだと身に刻まれる。

「んぁ、んむぅうぅ……っ！　んぶっ、んぁあぁ、ん、……────ッッ！」

　熱い吐息と嬌声が指の隙間から染み出た。麻友の指がなにかを求めるように、かり、かり、とドームの壁を引っかく。

　もっと犯したくて。もっといやらしいことがしたくて。

　俺は麻友の口元を塞いでいる手とは逆の手で麻友の乳房を揉みしだいた。

　麻友の乳房のやわらかさはよく知っている。身体のラインに紛れそうなほど細かでありながら、指の腹を埋めればほどよい弾力を返してくることだって。

　だけど狭い暗闇の中で乳肉に触れることは、背徳的な快感を俺に教えてくれる。

　蹂躙する悦び。

「…………っ！」

　俺は麻友の首筋に軽く歯を立てた。

「～～～～っっ!!　んあぁあぁ……っ！　んくっ、んんむっ、んっ、んぁ……っ！」

　麻友が身を大きくよじる。快楽に耐えられないのか、それとも嫌がっているのか、俺には判断がつかなかった。嫌がっていたとしても、それは俺にサディスティックな喜悦を与えてくれただけだろう。

「んんっ、んんぁっ、～～～～っっ！　んっ、んんんっ、んむぁ……っ」

　ぐ、ぐり、とうしろから突き上げれば麻友の身体の反応ははっきりとしたものになる。堪こらえたくても、堪えたくても、堪えられなくて、背中が仰け反りそうになる。だけど俺が乳房をわしづかみにしているせいでそれもできない。ただ享楽に溺れかける身体の動きだけが手のひらに伝わってくる。

　もう止められない。止まらない。

　きゅう、と麻友の膣肉が俺のペニスを締めつけた。

「んんんっ、んっ、んむぅっ、んぁ、んむぁ、んぁ、あ、んぁああぁ……っ」

　肉棒を突き挿いれるたびに麻友の唇から抑えきれない嬌声がリズムよくあふれ出た。それはまるで獣の啼なき声のようでもあった。

　乳突起を指でつまみ上げれば膣ひだは陰茎の表面にねばりつく。膣ひだは処女だったときのようにきつくペニスを絞り上げながらも、いままでの性行為の経験を思い出させるかのように巧みに肉棒をしごき上げていた。

　何度も交わったことのあるその胎は内らに俺は腰を打ちつける。

　ずちゅ、ぬちゅ、と狭いドームに響き渡るいやらしく下品な音。

「んぁぁっ、あ、んむっ、んんっ」












　抑えられながらもあふれ出す麻友の声。

　手のひらの熱。

　うなじの香り。

　麻友の口元を覆う指は唾液と吐息でしっとりと濡れてしまった。

　唇の薄皮膚。やわらかな肉。隙間から感じる口粘膜の存在。

　ありとあらゆるものが情欲をかき立てる。

　そしてそれは麻友も同じなのだと、どくどくと蠢うごめく胎は内らが教えてくれた。

「んん……っ！　んっ、んぁ、あ、あ、あ……っ！　んあぁあぁあ……っ」

　麻友の身体がびくびくと震え、膣の締まりもいっそうきついものになった。

　限界が近いのだとわかる。そしてそれは俺も同じだった。

　俺は麻友の乳房だけでなく身体全部を引き寄せるように抱きながら、深く、深く、腰を動かした。

　ず、ずちゅちゅっ、ぐちゅっ、じゅぶっ。

　蜜壺をかき回し、奥まったところを押し叩き、絶頂へと導いていく。同時に俺自身も敏感なところを粘膜に擦りつけて、擦りつけられて、下半身でうずまく熱を溜めていく。

「んぁ、むぁ、あ、あ、あ、んぁああぁ……っ」

　こぼれ落ちる吐息と熱が増した。手のひらが熱と湿気で濡れてしまったが、なぜかそれさえも背徳感を増す道具になった。

「────ッ！」

　かぷ、と麻友は俺の指の付け根に小さく歯を立てた。

　それは絶頂の間際に無意識に行なったことかもしれない。

　だけど、その動きが愛おしい。胸を高鳴らせる。俺は、強く肉棒を突き挿いれた。

「んぁああぁあ……っ、あ、ンン────ッッッ!!」

　びくん、と麻友の身体が大きく震えた。指の隙間から抑えきれない吐息と熱がこぼれる。俺のペニスを包み込んでいる膣肉は大きくうねった。膣ひだが雄汁をねだるように陰茎をしごきあげる。

　限界まで高められていたのは俺も同じだ。

　俺はその胎は内らに脈動を放つ。

　びゅるっ、びゅくっ、びゅっ、びゅっ。

　麻友の身体を抱きしめながら劣情の限りをぶちまけた。精液を受け止めた膣粘膜がひくひくと悦びに蠢く。

「ふぁ、あ…………」

　麻友の口元に押し当てていた手が知らず緩み、小さな声がこぼれた。麻友は力なく身体の重みを俺の胸に預けてきた。

　しばらく性器さえも挿入したまま、俺たちは荒い呼吸を繰り返していた。

　やがて激しかった鼓動も治まり、俺は麻友の淫唇からずるりとペニスを引き抜いた。

「……ふぁ……」

　小さくため息をこぼす麻友だったが、あわてるように俺の身体から離れ、ずり下ろしていた下着とパジャマの下着を引き上げた。

「も、もう！　こんなところでえっちするなんて……ぱんつの中もぐちょぐちょになっちゃいましたよっ、克樹さんのせいなんですからねっ」

「い、嫌だったんなら言えよっ！」

「……べ、べつに嫌ってわけじゃ……い、いえ、その、倫理的常識的に考えましてもやはり外でえっちするというのはあんまりよろしくないことかと、た、たしかにドームの中でしたので誰にも見られなかったとは思いますが、いえ、だからといっていいわけじゃなくて、でも、……なんていうか、いつもよりも克樹さんの熱を感じたというか……い、いえ、やっぱりこういうことはいけませんよ、だ、誰かに声を聞かれていたらどうするつもりだったんですかっ」

「いいのか悪いのかはっきりしろ」

「……克樹さんはいやらしい人です」

「なんでそうなるんだよ!?」

　いやらしくないかと言われたらそういうわけでもないが。

　ぼんやりとした暗闇の中で麻友が、は、とため息を吐く気配がした。

「…………いけないことだけど、気持ちイイって思っちゃいました……」

「…………っ」

　麻友のそのつぶやきを聞き、不覚にも背徳的な悦びが、わずかではあるがぞくぞくと駆け上がるのを感じてしまった。





◆






　アパートに戻った俺たちは交互にシャワーを浴びた。

　そして改めてパジャマを着て、麻友は和室の襖を開けようとした。

　だが麻友が開ける前に襖はゆっくりと開いた。

「……お風呂、入ってたの？」

　眠そうな顔の空弥が顔を見せた。

「ごめんなさい、起こしてしまいましたか」

「麻友お姉ちゃんおかえりー」

　パジャマ姿の麻友に空弥はぎゅうと抱きついた。

「……克樹お兄ちゃん、おかえり」

「おう」

　麻友の身体に隠れながらも挨拶してくれる空弥に俺は返事した。

「それじゃ、空弥くん。私と一緒にお布団入りましょうか。……あ、そうだ、克樹さん」

「なんだよ」

「どうせなら３人で寝ましょう」

　名案とばかりに麻友は両手をぽんと叩いた。

「はぁ？　そっちの部屋に布団はひとつしかないだろうが」

　身体の小さい空弥が麻友と一緒に寝るならともかく、俺までが布団の中に入ったらぎゅうぎゅうになってしまう。

「大丈夫ですよー。克樹さんがもともと持っていたやつがあるじゃないですか」

　たしかにその布団はある。麻友がこの部屋に来る前から俺が持っていたやつで、まだ家出少女だったときは彼女がその布団を使っていた。麻友がこの部屋に引っ越してきたときは自分の家から布団を持ってきたので、あれ以来その布団は使っていないはずだ。

「いや、たしかにあれあるけど……臭くないか？」

「そうですね、私が借りたときにはとてもとても臭かったのですが、あれから時々干しているので大丈夫ですよ。克樹さんのソファベッドのほうがずっと臭いです」

「うぐぐ……」

　時々麻友は俺がおっさん臭いだの臭うだのきついことを言う。年齢はそんなに変わらないというのに。

「臭いのことは気にしなくてもいいですから！　今日は克樹さんも一緒に寝ましょう！　いわゆる川の字というやつです」

「……布団あるならいいけど」

　そして押し入れに収納していた布団を出し、俺たちは３人で寝ることになった。麻友と俺が両端で、空弥が真ん中になる形で。

　自分の借りているアパートの空間とはいえ、いつもと違う天井は少し見慣れなくて落ち着かない。

「それでは克樹さん、空弥くん。おやすみなさい」

「おやすみー」

　隣に寝ている麻友と空弥は軽く挨拶したあとに、すっかり黙り込んでしまった。

「…………おやすみ」

　俺も小さくつぶやくと瞼を閉じた。




　──その夜、俺はひさしぶりに夢を見た。

　どこだかわからない、それでいて見知ったようなよくわからない街を歩いていた。

　俺はひとりではなかった。

　隣には麻友がいた。空弥もいた。

　……そしてもうひとり。

　麻友の両腕の中に、小さな小さな誰かがいた。

　俺はその誰かの顔をのぞき込みたくてしょうがなかった。俺が近づくと麻友は抱きかかえている誰かの顔を俺に向けてくる。その誰かは、小さな両手を向けながらたしかに無垢に笑っていた……。




　目を開けると窓から朝の光が差し込み、部屋の中はすっかり明るくなっていた。まぶしさの中で小さくまばたきをしながら身体を起こすと、ほぼ同時に麻友も身体を起こした。

「お、おはようございます、克樹さん……」

　小さく挨拶してくる麻友であったが、なぜか俺と目を合わそうとしない。その頰は気のせいだろうか、うっすらと赤く染まっているようにも見えた。

　そんなことをしていると俺と麻友のあいだで眠っている空弥も身体を起こして、ゆっくりと背伸びをした。

「おはようぅ～……」

「おはようございます、空弥くん」

「あ、麻友お姉ちゃん！　ボクね、夢見たんだよっ」

「へぇ、どんな夢ですか？」

「んーとね、なんかおさんぽしてたっ！　麻友お姉ちゃんと、克樹お兄ちゃんと、ボクと……あと麻友お姉ちゃん赤ちゃん抱っこしてたっ」

「うひっ」

「ひゃうっ」

　なぜか俺と麻友は同時に声をあげてしまった。

「へ、変な声あげないでください、克樹さんっ」

「なんだよ、おまえだって声あげたじゃん。……なんか理由でもあるのかよ」

「わ、私はべつに……べつに、その……私が見た夢も、空弥くんが見た夢と似てるなぁって……それだけなんです」

　俺から視線を逸らし、わずかに頰を染めながら麻友はつぶやいた。

　その顔を見ていると俺の顔も少しだけだが熱くなってしまう。

「……実は俺も、麻友と空弥と歩いていて、それで、その……赤ん坊がいた夢を見たんだ……」

「か、克樹さんもなんですかっ!?　……みんなで同じ夢を見るなんて不思議なこともあるものですね……」

　なんとなく視線を合わせづらく、黙り込んでいると。

「麻友お姉ちゃんと克樹お兄ちゃんとおそろい！　やったぁ!!」

　空弥は俺と麻友のあいだでぴょんぴょんと飛び跳ね、喜びを素直に表現していた。その無邪気さに俺も思わず顔を綻ばせてしまう。そしてそれは麻友も同じようで、俺たちはいつの間にか顔を向かい合わせて笑っていた。




　そんなこんなで今週も終わろうとしていた。

　来週になれば空弥の両親も一時的にだが帰国してくる。きっとそのころには空弥のお祖母さんも体調が回復しているだろう。

　空弥の喜ぶ顔が見られると、そのときは考えていた──。




　日曜になり、麻友と空弥がテレビで『魔剣セーバージェット』を見て、ついでに俺も横から見ていた。

　麻友の作った朝食を食べ、一緒にあと片づけをして、テレビのチャンネルを適当に変えた。

　映し出されたのは大きな山が激しく煙をあげているところ。煙の中心には赤い炎が燃え盛っているのも見えた。

　ニュースのナレーターが口にしている国の名前には聞き覚えがあった。




　──なぜならそれは空弥の両親がいると言われている国の名前だったから。




　災害の詳細は不明、だが史上最大規模の大噴火だとナレーターはやや興奮気味に叫んでいた。噴火の影響で飛行機も運航できなくなり、空港で足止めを食らう大勢の客たちの映像も画面に流れた。

「わ、私、空弥くんのお父さんとお母さんに電話をかけてみますっ」

　空弥の両親にはいつも麻友が電話をかけていた。空弥といつも一緒にいるのは麻友だし、時差の関係上麻友が学校にいる時間に電話をかけたほうが向こうにとっても都合がよかったからだ。

　電話を耳に押し当てた麻友は黙り込んでしまった。

　さっきまで無邪気に遊んでいた空弥もいまは真剣な顔で麻友を見つめていた。

「…………つながりません……」

　悲壮な声で麻友はつぶやいた。




　──その日何度も空弥の両親へと電話をかけたのだが、結局その電話がつながることはなかった。
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　月曜日になった。

　朝起きた俺は麻友や空弥と一緒に朝食を食べた。

　噴火のことは所しょ詮せん外国のことで、ニュースではそんなに派手に扱われることはなかった。それでも現地にいる日本人が噴火の影響で帰国できなくなっていることは報じられた。だがそれ以上は噴火している山を遠くからカメラで撮った映像ばかりが流れて、被害の詳細さえいまは不明という。

「…………」

　空弥は箸と茶碗を持ちながら、ぼんやりとテレビを見ていた。

「ご飯食べましょうね、空弥くん」

「……あ、うん……」

　麻友が声をかけると空弥はゆっくりではあるが箸を動かしはじめた。

　噴火のニュースが流れ、両親とも連絡が取れなくなって、空弥は一度だけ麻友に聞いた。

　パパとママは帰ってこれなくなったの？　と。

　躊躇ためらいながらも麻友は肯定した。

　それから空弥は無邪気に遊ぶこともなく、ただ『魔剣セーバージェット』の変身ソードを握りしめてじっとテレビを見るだけだった。

　調べたところ、空弥の両親が住んでいた場所は噴火した山にとても近く、いまは避難区域にも指定されているらしい。

　だがそれを空弥に伝えても無駄に不安を煽るだけだ。

　朝食を食べ終わった俺は会社に行く準備をする。

　まだ時間に余裕がある麻友はあと片づけをした。

「じゃあ、俺、会社行くから……」

　玄関に向かう際、俺は食器を洗っている麻友に声をかけた。

「はい、いってらっしゃい、克樹さん」

　顔だけを動かしながら麻友は俺に応える。ここ数日のいつもだったら麻友が空弥にも挨拶をうながしたものだが、今日はじっとテレビを見ている空弥に声をかけることはできなかったようだ。

　このあと麻友は空弥を連れて大学に行く。その帰り道にお祖母さんの病院にも寄るはずだ。

　俺や麻友にできることはなにもない。ただいつもの日常を過ごして空弥の両親の無事を祈ることしか。

　どうしようもないとはいえ、俺は無力さを感じることしかできなかった。

　アパートを出たとき見上げた空はどんよりと曇っていた。

　いつしか天気は強い風と強い雨が吹き荒れる嵐へと変わっていった。
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　天気が荒れても仕事の内容にはあまり影響はない。

　今日の会社はあまり忙しいものではなく、俺は社員さんからＤＴＰソフトの使い方を教えてもらっていた。

　本を使ってある程度は予習していたが、やはりパソコンを使って直接操作するのは予想以上に手ごわかった。俺はマニュアルを開き直したり、何度も何度も社員さんに質問したりしていた。

「……比良さん、風邪でもひいた？」

　淡々と俺の調子を聞いてくる社員さんの名前は風かざ月つきさんという。身長はやや小柄、ショートカットでスタイルは整っている。普段から仕事以外のことで会話をすることはなく、どういうものが好きで、どういう趣味をしているのかもよくわからない。

　ただこんなふうに俺の体調を気遣う発言をするのは初めてで、俺は軽く驚いた。

「え、い、いえ、そんなことはありませんけど」

「そう？　いつもより元気ないように見えた」

　こて、と小首を傾げながらも風月さんは俺の顔をうかがってくる。

「あー、えと……ちょっと疲れが溜まってて。全然大丈夫ですから」

「そう。それなら無理しないで。またなにかわからないことあったら私に聞いて」

　いつものように言いたいことだけを言うと、風月さんは自分の席へと戻っていった。

　俺は隠れるように密かにため息を吐いた。

　風月さんに心配されてしまうほど俺は落ち込んでいるように見えるのか。

　だけど誰かに相談してもしょうがないことだ。自然災害なんて人間ひとりの力でどうにかできるようなことじゃないのだから。

　……だからこそ、どうにもできない歯がゆさを感じてしまう。




　それから俺と風月さん、それにほかにもいる社員さんたちは富岡さんが輪転機を回す手伝いをした。紙の束をあちらこちらに運んでいくだけで時間はあっという間に過ぎていった。

　上着の胸ポケットに入れていた携帯電話が震えた。メールじゃなくて電話のようだったが、そのとき荷台を動かしていた俺は電話に出ることはできなかった。しばらくすると今度はメールも来たようだったが、ちょうどそのとき富岡さんに声をかけられた俺はそれさえも確認することはできなかった。

　やがて終業時刻間際になって、俺はようやく携帯電話を開くことができた。

　着信もメールも麻友からだった。

　メールにはこう記されていた。




『ごめんなさい。空弥くんがいなくなってしまいました。

　いま捜していますので、克樹さんもお仕事終わったら協力してください』




　空弥がいなくなった……!?




「どうしたんだい、比良くん。顔色がちょっと悪いよ」

　愕然としている俺に富岡さんが声をかけてくる。

「す、すいません！　ちょ、ちょっと身内にトラブルが起きたらしくて……その、お先に失礼してもよろしいでしょうかっ？」

「ああー、いいよいいよ。今日はもうそんなに仕事ないしね。おつかれさま」

「はいっ！　ありがとうございますっ！」

　俺はロッカーに置いていた自分のバッグをつかみ取ると、会社の外へと飛び出した。
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　俺はすぐにも麻友に電話をかけた。

　そしてまだ外で空弥のことを捜している麻友のところに向かった。

　運がいいことに雨は昼過ぎにはやんでいた。おかげで湿気た強い風だけが吹いていた。




　麻友と電話をしながら麻友のいるところへと向かった。

「克樹さん……！」

　スーパーの駐車場に立っていた麻友は不安げに視線をさまよわせていたが、俺の姿を見ると少しだけ安堵したような表情を浮かべた。

「空弥、まだ見つからないのか？」

「……はい。時々アパートのほうにも戻ってみたんですけど、帰ってきた気配はなくて……。お祖母さんの病院にも行ったんですけど、来てないみたいです」

「いつからいないんだ？」

　と、俺が聞くと麻友は教えてくれた。




　短大から戻った麻友は冷蔵庫の中身を確認すると、買い物に行こうとした。当然空弥も連れていこうとしたのだが、空弥は拒否した。そのときの空弥はテレビで噴火のニュースが流れているのをじっと見ていたらしい。

　無理やり連れていってもしょうがないと思った麻友は「じゃあ、ちゃんとお留守番してましょうね」と声をかけた。

　空弥はぽつりとつぶやいた。

「ねぇ、麻友お姉ちゃん。お空を飛んだらパパとママのところに行ける？」

　麻友は悩んだ。

　空弥の両親が住んでいる国への飛行機の便はいまは出ていない。そもそも出ていたからといって、簡単に乗れるようなものではない。さらにそのことを空弥に説明しても、空弥がうまく理解できないかもしれない。

　だから麻友は言った。

「飛行機に乗るのは難しいから、いまは電話ができるようになるまで待ってましょうね。きっとすぐに電話できるようになるはずですから」

　空弥は黙り込み、すぐにテレビへと視線を移した。少し心配ではあったが、麻友はそのままアパートを出たという。

　……だが帰ってきてみれば空弥の姿はなかった。




「空弥くん、どこに行ったんでしょうか……」

「…………。空港、に向かったんじゃないのか？　あいつ、初めて会ったときも空港に行こうとしてたし」

「そんな、無茶です！　空港に行くには電車をいっぱい乗り継がないといけません！　空弥くんひとりで行けるようなところではありません！」

「ああ、だからまだ近くにはいると思う。とりあえず、駅とかバス停とか探してみよう」

　俺の言葉に麻友はこくりとうなずいた。




　それから俺たちはふた手に別れて空弥を探した。

　麻友はすでに学校の友だちにも連絡して協力してもらっている。

　俺は一度警察署に捜索願を出しに行ったのだが、家族じゃないと無理だと言われてしまった。しかも写真も持っていない赤の他人の子供を探そうとしている俺に警察官はあやしいものを見る目を向けてきた。

　面倒なことになる前に俺は警察署から出た。

　駅前やバス停にも行ってみた。駅員や通りすがりの人間にそれらしい子供がいなかったかも聞いてみた。だが結果はかんばしくなく、空弥の姿どころか空弥を見た人間さえ見つけることはできなかった。




　いなくなって改めて気づく。

　俺は空弥を邪魔になんて思っていなかった。

　もしかしたら自分の子供のように大切に思っていたのかもしれない。

　麻友の言うとおり、もし麻友とのあいだに子供ができてもうまくやっていけるかもしれない。




　自分勝手ながら少しだけ安堵した。

　だがいま優先しなきゃいけないのは空弥のことだ。

　俺はどこかにいるだろう麻友に電話をかけてみた。意外なことに結構近くにいたので、俺たちはここらへんでいちばん目立つ高層マンションの前で合流した。

　時間はすでに夕方から夜へと移り変わろうとしており、相変わらず強い風が向かい側から吹きつけていた。




「麻友っ」

　マンションのエントランスの前にいた麻友に声をかけた。

　その姿はどこかさみしげで、頼りなく、まるで麻友自身が頼るべきものを見失った迷子のようであった。

「──克樹さん……っ」

　絞り出すような声が麻友の唇からこぼれる。かすれた声。荒い吐息。走ってきたことは明白だ。俺の顔を見るまではいまにも悲しみの涙があふれそうな顔をしていた。直後、ふわりとやわらいだ表情はたしかに安堵のものだった。

　だがすぐにも唇を嚙みしめ、痛みに耐えるような不安な顔を見せた。

「どうしましょう、こんなに暗くなっても見つからないなんて……空弥くんにもしものことがあったら、私、私……！」

「落ち着け、麻友。子供の足だ、そんなに遠くには行ってないはずだ。もしかしたらお祖母さんの家のほうにいるのかもしれない。……それでもダメなら、入院中だけどお祖母さんに捜索願を出してもらおう。家族じゃないと動けないって警察に言われたんだ」

「そう、ですね……。それでは克樹さんはお祖母さんの家に行ってもらって、私はお祖母さんの病院に……」

　などと麻友が言いかけたときだった。

『…………装！　……んセ…………ト！』

　小さな小さな電子音声のようなものが風の音にまぎれるようにわずかに聞こえた。それはずいぶんと聞き覚えのある音のように思えた。

「い、いまどこからか音が聞こえませんでした!?　その、空弥くんの玩具の音……！」

「ああ、聞こえた」

　一瞬なにかの間違いかと思ったが、麻友も聞こえたというのなら間違いじゃないんだろう。

　でもいったいどこから？

　ここらへんは大きな一本道で、向こう側の歩道にも空弥の姿は見えない。

「空弥ー！」

「空弥くーん！」

　俺たちは大きな声で叫んだ。

　だけど返事はなかった。

　本当にさっきの音はどこから聞こえてきたんだ。もしかしたらここのマンションの住人の子供がベランダで空弥と同じ玩具を起動させただけの可能性が……。

「…………っ！　そうか、上か！」

　マンションのエントランスの自動ドアはオートロックで、鍵がなければ入れそうになかったが、その横にある非常階段は上へと通じていた。

　もしかしたらこの上に空弥はいるのかもしれない。

「俺、ちょっとあっちの階段使って見てくる！　麻友はここで待っててくれっ」

「い、いえ！　私も行きます！　も、もしかしたら空弥くん、空を飛ぼうとしているのかもしれません……！　魔剣セーバージェットみたいに！」

　初めて会ったときにタクシーの前に飛び出した空弥の行動を思い出すと、それはまったく間違った考えとも思えなかった。

「わかった、行こう！」

「はい！」

　俺は階段を駆け上がり、麻友もそのうしろを急いでついてきた。

　２階、３階、４階、５階と俺たちは階段を駆け上った。途中で非常階段側からマンションの中に入れないか試してみたが、予想どおりダメだった。

　しかたなく俺と麻友は階段を上り続けた。

　梅雨独特の生温かい空気がじっとりと肌に張りついて気持ち悪い。鼓動がどくどくと一気に跳ね上がっていく。それでも俺たちはコンクリート製の階段を何段も何段も踏み続けた。

　が。

「……は、……はぁ……っ！」

　俺のうしろを走っていた麻友は突然マンションの壁に手をつき、頭をうなだれた。身体に力が入らないようだ。俺は思わず立ち止まって麻友の様子を見つめた。

「か、克樹さんは……先に、行ってくだ、さ……っ！　がんばって、追いつき、ますか、ら……！」

　息も絶え絶えに麻友は言葉を口にした。

　俺は麻友にうなずくと、再び階段を駆け上った。

　走れば走るほどに呼吸は荒くなり、心臓が壊れるんじゃないかと思うくらいに強く鼓動を打つ。背中にも胸にも汗が垂れ落ち、シャツが肌へと張りついた。

　俺も立ち止まりたい。立ち止まって少しくらいは休みたい。

　……もしかしたら俺たちが聞いた玩具の音は、ここの住人の子供のもので、空弥はこの先にいないかもしれない。いたとしても、単に玩具で遊んでいるだけかもしれない。

　そんな考えが頭をよぎるが、……振り切った。振り切って走り続けた。

　もし、万が一、空弥が空を飛ぼうとしていたら。

　危ないことをしようとしていたら。

　それを考えると、俺は足を止めることはできなかった。

　もしも空弥がここにいなくてもそれでいい。少なくともここで危ないことをしているわけでないとわかるのだから。

　俺はよろけそうになる足を踏みしめ、先へ、先へと向かった。




　きっと、俺は自分の子供に対しても同じことができるのだと確信を抱きながら。
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　屋上に出た。

　より強い風が顔へと身体へと吹きつけてくる。俺は反射的に瞼を閉じそうになった。

　だがその視界の端、小さい姿が見えた。

　フェンスの上端をまたぐように、空弥は座っていた。

　子供の空弥にとって、網目のフェンスはジャングルジムのようによじ登るのはたやすかっただろう。

　空弥はぼんやりと空を眺めていた。

　薄暗闇の中でよくわからないが、その手には『魔剣セーバージェット』の変身ソードが握られていたように見える。

　俺は空弥に大きな声で呼びかけようとした。

「……く、は……っ！」

　だがここまで全力で走ってきた俺に大声を出す動作は負担がかかりすぎて、呼吸が詰まってしまった。

　空弥は俺に気づくことなく手に持った玩具を掲げた。

『ユーキャンフライインザスカイ！』

　電子音声と共に軽快な音楽が流れた。空弥は身を乗り出した。もしもこれが本物のヒーローだったら本当に空を飛べたかもしれない。

　だけど現実はそんなことはなくて、空弥の身体はフェンスの上に置き去りになったままだった。

　──そのとき風が吹いた。

　強い風はフェンスにまたがっていた空弥の小さな身体をぐらりと揺らした。空弥の身体がフェンスの外側へと大きく傾いた。

「く……空弥！」

　俺は声を絞り出して叫んだ。

　空弥は落ちていなかった。フェンスの外側にしがみついていた。そのまま地面に放り出されることがなくて本当によかったと思う。

「ふぁう……！　うあぁ、うああーーん!!」

　フェンスにしがみついた空弥は大声で泣き出した。いまさらではあるが自分が高所にいることが怖くなってしまったのかもしれない。

「空弥！　早くこっち来い！」

「やぁああ！　こあいよ、こあいよー！」

　空弥はフェンスにしがみついたまま動かなかった。いや、動けないのだ。いまの空弥にはフェンスを登り、乗り越えることさえ難しいんだ。

「わかった、俺がそこに行く！　だからそれまでしっかり捕まってろよ！」

　俺は屋上を走り、フェンスを登った。全力で走ったばかりで手に力が入りにくいが、フェンスをよじ登ることくらいはできた。

　フェンスをまたぐ瞬間、強い風がびゅうびゅうと身体を吹きつけた。俺でさえもバランスを崩しそうになるが、それでも気をつけてフェンスの向こう側へとたどり着いた。

「空弥、もう大丈夫だぞ」

　しっかりとしがみついている空弥の身体に覆いかぶさるような姿勢になり、俺は空弥に優しく話しかけた。

「克樹お兄ちゃん……！」

　空弥は泣きながらも顔をほっと緩ませた。空弥の小さな身体を抱くと、空弥はフェンスから俺の腕へと重みを預けてきた。

　──だが次の瞬間。

　いままでにないくらい強い風が吹いた。

　片腕にすがる空弥の重み。フェンスをつかむ片手はじっとりと汗ばんでいた。おまけにここまで全力で走ってきた足に力なんて入るわけがなく。




　俺と空弥の身体は空中に投げ出された。




「いやああああああああああ!!」




　同時に聞こえる麻友の悲鳴。呆然となりかける俺の頭を動かしてくれる。俺はとっさの判断で屋上の端に片手で捕まった。

「ぐ……！」

　片手に俺と空弥のぶんの重みがかかる。重みの乗った指先が痛くてたまらない。気を抜けば手を離してしまいそうになる。

「克樹さん、克樹さん、克樹さん、克樹さん！」

　フェンスの向こうで麻友が俺の名前を何度も叫んでいた。

「麻、友……！　空弥を、空弥だけでもおまえが……！」

　空弥を片腕に抱いたまま、片手で自分の身体を持ち上げることは難しい。それどころかこのままでは重さに耐えることができずに俺はマンションの端をつかんでいる手を離すことになってしまう。せめて麻友がこちら側に来て、空弥を抱きあげてくれれば空弥は助かる。

　……空弥は、だ。

　俺はどうなるかわからない。

　空弥を麻友に任せたあと、俺は自分で自分を助けることはできるだろうか。

　その自信は、正直言ってなかった。

　だけどこのままふたりとも落ちてしまうよりかは空弥だけでも助かったほうがいい。

　──ごめんな、麻友。共に歩むと誓ったはずなのに。

　面倒くさがりで子供にも嫉妬してしまうどうしようもない俺にいままでつき合ってくれて。生きることさえ面倒だと思っていた俺に新しい人生を教えてくれて。

　ありがとう、麻友。

　願わくは、俺がいなくなったあとにも麻友を幸せにしてくれる誰かが現われてくれれば……。




「…………っ！　ふざけないでください!!」




　俺はなにも口にしていないというのにフェンスの向こうにいる麻友が叫んだ。

「いま、克樹さん、空弥くんを助けて自分は死のうとしていますね!?　そんなの、そんなの絶対に許さないんですからね！　空弥くんを助けるのは当然です！　でも克樹さんも助からなきゃダメです！　絶対にダメなんです！　もしも克樹さんがここで死んだら──私も死にます！　死んであの世で怒り続けるんですからね！」

　叫びながら麻友は泣いていた。俺はマンションの端につかまっているせいで麻友の顔を見ることはできなかったが、その声はたしかに潤んでいた。

　もしも俺が死んだなら麻友も必ずそのあとを追うだろう、そのことは必然だということが身に染みた。




　ああ、これは本当に面倒だ。




　俺はなにをやっても生きなければならない。共に歩むと誓ったのはけして軽い気持ちじゃない。麻友を置いていくなんてとんでもない。

　こいつひとりぶんの面倒くらいならつき合うと決めたんだ。

　それならきっと、最後までだ。




　俺はそっと下を見てみた。薄暗闇の中で遠く街灯が地面を照らし出している。あそこに叩きつけられれば俺も空弥もただではすまない。走ってきたときに流れた汗とは違う冷たい汗が背中を滑り落ちた。

　そして気づいた。最上階のベランダは意外に近いことを。

　いけるかもしれない。だけどもし失敗したら？　いっそここで耐え続けて麻友に誰かを呼んできてもらったほうがいいんじゃ？

　そんな考えが頭をよぎると同時にマンションの端をつかむ指がコンクリートの端を引っかいた。俺の身体がわずかにずり落ちてしまったんだ。麻友が誰かを呼んできたときにはもう、手遅れかもしれない。

　イチかバチか。

　違う。

　俺は生きる。絶対に生きてみせる。

　残った力を振り絞り、俺は身体を思い切り揺らした。

　そして、マンションの端をつかんでいた手を自分から離した。

　──その瞬間、強い風が俺たちに吹きつけた。

　ふわりと一瞬だけ浮遊感を感じた俺は、空弥の小さな身体を抱き込みながら斜め下にあるベランダへと突っ込んだ。

　視界が回転した。衝撃と痛みが身体を走る。でもそれは地面に落ちるよりかはずっとマシだ。

　気づけば俺は、空弥を抱きながらベランダの床に仰向けになっていた。




　……助かったのか？




　助かったんだ。

　じゃなければこんなふうに考えることもできない。

　腕に抱いていた空弥がのそりと起き上がり、俺をキラキラとした瞳で見つめてきた。

「克樹お兄ちゃんすごい！　克樹お兄ちゃんお空飛べるんだ！　克樹お兄ちゃんが魔剣セーバージェットだったんだね！」

　先ほどまで泣きじゃくっていたとは思えないほどの笑顔だった。

「……いや、それは……」

　妙な勘違いをされては困る。今度は両親のいる場所まで連れていけなんて言われてしまうかもしれない。

「い、いまのは魔剣セーバーがちょっとだけ力を貸してくれたんだ。だからお兄ちゃんは本当は空なんて飛べないんだからな。……それより空弥、痛いところはないか？」

「うん、どこも痛くないよっ」

「そっか、それならいいんだ…………つつ……」

　ベランダの床へと激しく背中を打ちつけた俺は全身に痛みを感じていた。骨が折れたということはなさそうだが青あざくらいはできているかもしれない。

　俺は痛みに顔をしかめながらゆっくりと身体を起こした。

「克樹さんっ、克樹さんっ！　だ、だいじょうぶですかっ!?」

　屋上のほうから麻友が呼びかけてきた。

「ああ！　だいじょうぶだ！　空弥も怪我ないって！」

「そ……そうですかぁ………………よ、よかった、でしゅぅ…………」

　安堵で力が抜けていく麻友の声が聞こえた。




　よかった。俺は空弥も、自分も、そして麻友も守ることができた。
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　俺はベランダに飛び込んだ部屋の住人に謝った。最初は驚かれたが、子供が屋上に侵入して落ちそうになったことを正直に話せばわかってくれた。普通に考えたら警察を呼ばれかねないところだ。

　部屋から出してもらい、エレベーターを使いエントランスまで行った。自動ドアをくぐって外で待っていると、しばらくもしないうちに麻友が非常階段を使って降りてきた。

「か、克樹さん……！　空弥くんも……！」

　俺と空弥の姿を見た麻友はふらふらと俺のほうへ歩いてきた。

「本当に本物の克樹さんですか？　生きてますか？　実体ですか？　はっ、まさか３Ｄプリンターでできたコピー品……!?」

　ぺたぺたと俺の顔や肩を触りながら麻友はいつもの妙なことを口走った。

「そう、俺こそがコピー克樹……って、んなわけねーだろ！　本物だよ、本物！　つか、３Ｄプリンターで人間のコピーが作れるかっ！」

　俺は麻友の額を軽く小突いた。

「いたっ！　……この鋭いツッコミは間違いなく本物の克樹さん……！　本当によかった……よかったですぅ……っ」

　先ほどまでぺたぺたと触れてきた麻友は、今度は俺の身体をそっと抱きしめてきた。汗で冷え切った身体にやわらかさと温かさが心地いい。ふわりと花のような香りも漂ってきた。

「は、はは……」

　思えば屋上からベランダへと落ちて以来、俺はどことなくふわふわとした白昼夢の中にいるようだった。せっかく命が助かったというのにその実感が薄く、いまだに緊張が解けていなかった。

　だけどこうして麻友の身体に触れることでやっと思い知る。

　俺は助かった。

　麻友に再び触れることができた。

「……はぁ～～～～……」

　我ながら気の抜けた声を吐き出しながら、俺は頼るように麻友の身体をかき抱いた。

　うん、俺も麻友も生きている。いまここでたしかに。

「か、克樹さん……っ」

　自分から抱きついてきたというのに麻友は慌てた声を出した。

「ボクも！　ボクもぎゅーってする！」

　そばで見ていた空弥が俺の脚へとしがみついてきた。




　麻友は空弥が見つかったことを大学の友だちに連絡した。

　そして、気も緩んで腹が減った俺たちは少し遅めの夕飯を食べることにした。

　どうせなら友だちも呼んだら、と麻友に言ってみたが、申し訳なさそうに

「……まだみんなには克樹さんと暮らしていることを話してないのです」

　と麻友は言った。まぁ、そうだろうな。麻友に友だちができたのはつい最近だ。男と同棲しているなんて麻友が自分から言えるわけもない。

　俺も『呼んだら』なんて気軽に言ったが、顔も合わせたことがない麻友の友だちとなにを話せばいいのかわからない。

　３人でもべつに構わなかったのでそのまま近くのファミレスに入った。

「こちらの席へどうぞー」

　店員の案内に従って、テーブルとふたりがけソファが向かい合って設置されている席へと案内された。

「ボク、こっちの席にするー！」

　空弥が先にソファの奥へと座る。

「んで、克樹お兄ちゃんはこっち！」

　自分の隣をぽんぽんと叩く空弥。俺は苦笑いを浮かべながら麻友のほうを見た。いつもならば空弥と一緒に食事をしているのは麻友だから。

「じゃあ、私はこっちですね。こちら側だと空弥くんの顔がよく見えます」

　麻友はそう言って空弥の向かい側のソファに座った。空弥が期待するような顔で俺を見てくる。ついでというわけでもないが麻友も期待している。

「……わかったよ」

　俺は空弥の隣に座った。

　脇に立てかけておいたメニューを広げて眺めていると、空弥も興きょう味み津しん々しんにのぞき込んできた。

「えーっと、じゃあ俺、このチキンステーキのライス大盛りで」

「ボクも同じのにする！」

「無茶言うな！　これは大人が食べるものだぞ！　おまえは……こっちのお子様ランチにしておけ」

「じゃあ克樹お兄ちゃんもお子様ランチ食べよー」

「……それは12歳以上になると頼めなくなるんだよ」

「むぅぅ～」

　まんまるな頰っぺたをぷっくり膨らませて空弥は不満をあらわにした。あんなに怖い目にあって大泣きしたことはすでに記憶の彼方らしい。

「空弥くんは克樹さんと同じものが食べたいんですよ」

　同じくメニューを広げながら麻友はくすくすと笑った。

「わかった、じゃあ俺のチキンステーキが来たらちょっとわけてやるから。それでいいな？」

「うん！」

　そう俺が提案すると空弥は満足したのか力強くうなずいた。

　結局、俺がチキンステーキのセット、麻友がオムライス、そして空弥がお子様ランチを頼んだ。

　言ったとおりに俺がチキンの切れ端を空弥の皿に乗せると、空弥は大きく口を開けてそれを頰張った。そしてむしゃむしゃと食べると、俺に向かってにまっと笑ってみせた。

　昨日の今日まで俺に大きな笑顔なんて見せなかったのに。

　なんというか、照れくさくて……無性にむずがゆい。

　だが不意に麻友のほうから携帯電話が着信を告げる音が鳴り響く。

「ふぁ、電話です……はわわわわわわわっ！」

　画面を見た麻友は慌て始め、電話を取り落としそうになっていた。

「こ、国際電話です！　空弥くんのご両親の国のです！」

「ででででろ！　はやくでろっ！」

　俺も慌てて麻友に向かってさけぶ。

　麻友は震える手で電話のボタンを押して、耳に押し当てた。

「……はい、はい……！　よかった、ふたりとも無事なんですね……！」

　電話向こうの相手と話している麻友はこくこくとうなずきながら目尻に浮かんだ喜びの涙をそっと指で拭った。

　俺も、そして空弥もその成り行きをじっと見守っている。

「空弥くん。パパとママからの電話ですよ」

「ちょ、ちょうだい！　はやくちょうだい！」

　いままでずっと麻友の言うことは行儀よく聞いてきた空弥だったが、麻友がテーブル越しに携帯電話を渡そうとしたとき、精いっぱい体を伸ばしてつかみ取ろうとしてきた。俺はそんな空弥の身体を横から支えて、携帯電話を空弥の手に渡してやった。

　──空弥は電話を耳に押し当てた途端、わんわんと泣きだした。

　周りの客の視線が若干痛かったが、俺は空弥の代わりにぺこぺこと頭を下げた。

　子供が泣くのはしょうがない。責任を取るのは大人の役割だと思ったから。

　電話向こうの両親に諭さとされたのか空弥は数分後に泣き止んだ。

　そして

「……うん、いい子にしてる……」

　と約束してから俺へと電話を渡してきた。

　空弥の両親曰く、いまは避難中だからそんなに長い時間電話はできないという。それでも連絡が取れないあいだきっとたくさん心配した空弥の面倒を見てくれてありがとう、と。

　そんな言葉を聞いて、俺も胸の内がほんのり温かくなった。
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　いつでも、というわけではないが空弥の両親と連絡が取れるようになった。

　それにお祖母さんもだいぶ体調が回復したそうだ。しばらくは入院して様子を見るそうだが、来週には確実に退院できるらしい。

　おかげで空弥はいつもの無邪気な雰囲気を取り戻した。

　……いや、いつものというと少し違う。




　マンションでの事件があって以来、空弥は麻友じゃなくて俺にべったりくっつくようになった。

　会社から帰ってきたらすぐに俺に駆け寄ってくる。風呂も麻友とじゃなくて俺と一緒に入りたがる。さすがにソファベッドに空弥と一緒に寝ることはできないので、空弥は残念そうにしながら麻友と一緒に寝た。




　今日も夕飯が終わって、空弥は俺と一緒に魔剣セーバーのＤＶＤを見ていた。

「あのね、魔剣セーバージェットはね、ライバルの魔剣セーバーダークと戦っているんだよ。でもね、ダークもそんなに悪いセーバーじゃなくて、弱い人を助けることもあるの！」

「へぇ、そうなのか」

　俺は空弥の一生懸命な話に相あい槌づちを打つが、けして生返事なんかじゃない。最近の特撮は本当にストーリーがよくできていて視聴者を引き込むかたちになっているんだと感心する。

　空弥は俺があぐらを組んだあいだにすっぽり収まるように座り、俺と同じところからテレビを見ていた。

「…………」

　いきなり背中に重みが預けられたのでなにかと思って振り向けば、麻友が俺の背中にもたれかかるように座っていた。

「……なんだよ、麻友」

「……べっつにー。なんでもありませんー。空弥くんと仲良くなれてよかったですね、克樹さん」

　それはそうなんだが、やけに言葉がちくちく刺さる。

「仲が悪いよりかはいいだろうが」

「そうなんですけどもー。……むぅー……」

　俺の背後で麻友が唇をとがらせる気配がした。

　いったいなんだというのか。

「…………い、言えるわけないじゃないですか……空也君が座っている場所は本来……」

　麻友が小さく独り言をこぼすがそのささやかな音はしっかり聞き取ってしまった。

　もしかしたら、麻友は空弥に嫉妬しているのか？

　つい先日までその立場だった俺は思わず苦笑してしまう。

　俺は手を伸ばして麻友の頭を撫でた。
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　金曜日の夜に麻友は言った。

「明日は克樹さんの誕生日をお祝いするために一緒に出かけたいです」と。

　本当の俺の誕生日はちょっと前にすでに過ぎていた。そのときは麻友がケーキを用意して空弥と一緒に食べたものだ。

　あれでいいんじゃないのか、と言ったが。

「……いえ、私のときもお出かけしましたし、やっぱりケーキだけじゃなくもっとお祝いしたいんです」

　などと言うので、土曜日は麻友と出かけることになった。

　空弥はどうするのかと聞いたら、すでに大学の友だちが預かってくれる約束をしたと麻友は言った。空弥も大学で見知った相手のところに行くのは嫌がらなかった。




　──ということで土曜日。

　俺たちは電車に乗って少し遠くの街へ向かった。

　７月も近いせいか雨は降らなかった。

　休日ということもあり、電車の中は少し混んでいたがそれでも座れないということはなく、俺たちは座席に並んで座った。

　俺はシャツにスラックスという結構ラフな格好だったが、麻友は半袖ブラウスにコルセットスカートという気合の入った服装だった。襟首にはスカートと色を合わせたリボンタイが揺れて、足元を飾るのはリボンで編んだようなサンダルだ。

　いつもは見ない着飾った姿。

　俺は初めてデートに行く男子高校生のように緊張してしまう。

　だが麻友は俺の方向を見ることなく、携帯電話の画面を必死ににらみつけていた。

　出かけると言いだしたのは麻友のはずなのに、なぜ俺を無視してまで麻友は携帯電話を開いているんだ。俺はそっと麻友の持つ携帯電話の画面をのぞきこもうとした。

「ひゃうっ！　み、見ないでください！　プライバシーの侵害ですよ！」

　麻友は慌てながらも携帯電話の画面を手で覆い隠した。

　ちらりと見えたそれはどこかの地図だったような気がするが。

　なんとなく面白くなくて、俺は電車を降りるまでずっと麻友とは会話しなかった。

　電車が終点の駅につき、大勢の客たちが一斉に電車を降りていく。俺と麻友は人波にもまれながらも改札口を出た。

「そ、それでは行きましょうか。今日はどこに行くか私が決めているので、私についてきてください」

　と麻友が言うので俺は麻友の隣に並んで歩くことにした。

　この街は、さまざまな路線の集合点になっている駅があるためか俺たちが普段住んでいる街よりもにぎやかで、休日のせいか大勢の人間が歩いていた。

　俺と麻友は黙って並んで歩く。

　こんな雑音の多い場所で世間話なんてしても聞こえづらいだろうからわざわざしなくてもいいが、でもなにも話さないというのもなんとなく気まずい。

　そもそもなにを話せばいいのかもよくわからなかった。

　麻友はじっとうつむき、時々携帯電話で地図を確かめながら歩いているだけだ。

　どこに行くのか、くらいは聞いたほうがいいのかな。

　そう思ったときだ。

　向かい側から急いで走ってくる人間とぶつかりそうになった。だから俺は反射的に横に動いた。だけど隣には麻友がいた。その拍子に俺と麻友の手が触れ合った。

「ふぁあっ!?」

「うわっ！」

　俺たちは同時に声を出して、びくりと身体を震わせて慌てて手を引っ込めた。

「な、なんですかっ、克樹さんっ。も、もしかして、て、手をつなぎたいとかですか。あらあら積極的なんですねぇ」

「べ、べつにそんなんじゃねーよ。たまたまだよ、たまたま。じ、自意識過剰なんじゃねーのっ」

「あぁ、そうなんですかっ！　克樹さんはべつに私と手をつなぎたくないんですねっ」

「なんでそうなるんだよ！　ほんと、面倒くさいやつだな!?　手くらいいくらでもつないでやるよ、おらっ」

　俺は麻友の手を無理やりつかんだ。目を丸くした麻友の顔が見る見るうちに赤くなっていく。それを見た俺も顔が熱を持ち始めるのを感じた。

「……で、どこ行くつもりなんだよ」

「……えと、あ、あっち、です……」

　麻友は向こうのほうを指差し、俺は麻友の手をにぎりながらそっちへと向かった。
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　大通りから細い道に入ってついたそこは小さな喫茶店だった。

　入り口はビルの１階に目立たないように作ってあったが、中に入れば煉れん瓦がの内装がレトロな雰囲気を漂わせていた。

　まだ昼前には少し早いというのにかなりの席が客で埋まっていた。その大半が若い女性だった。俺みたいな男が入ると少し場違い感を抱いてしまう。

　客はたくさんいたが待たされるということはなく、俺たちは店員にテーブル席のひとつへと案内された。

　さっそく俺たちは向かい合って椅子へと座る。

「ここは自家製パンが絶品だそうですよ。あとオムライスがとろとろで、えと本当にとろとろで、とろとろといったらピザもおいしいらしいです、よ？　あと、ここは多国籍な店だからタンドリーチキンもおいしくて……あ、そうそう！　スイーツがおいしいらしいですよ！　クリームが乗ってるの、とか！」

「なんだそのあやふやな紹介は。というか携帯電話見ながら説明するのもやめろよ」

「だ、だってぇ……瀬せ戸とさんに聞いたんですよぉ、どういうお店がいいのか。あ、瀬戸さんってのは私の新しくできた友だちなんですけど」

　ずいぶん前にそういう名前を聞いたことがあるような気がする。

　麻友の友だちには空弥の面倒を見てもらっていたし、ずいぶんといいつき合いをしているのだろう。

　最初出会ったとき、普段行っている店はと聞いたらスーパーの看板を指し示したというのに。いまでは友だちにこんな店を教えてもらえるくらいになるなんて。

　今日のかわいらしい姿も友だちに影響されてのものかもしれない。

　俺は知らないうちに笑みを浮かべていた。

「な、なんですかっ！　いま笑ってましたね！　そんなに流行の店も知らない私がおかしいんですかっ」

「い、いや……たしかに笑っていたがべつにバカにしているとかじゃないぞ、ほんと。俺もこういう店、あんまり知らないし」

「むぅ～、本当ですかぁ～？　……まぁ、いいでしょう。じゃあさっそくなにか注文しましょう。今日は私がおごりますからっ」












「……いいのか？　おまえ、バイトしているわけじゃないんだろう？」

　麻友はバイトしているわけじゃない。だから普段の生活費などはほとんど俺が面倒見ている。

「お小遣い、結構貯金しているから大丈夫ですよ。クリスマスのときだってプレゼント買ったじゃないですか」

　まぁ、そりゃそうなんだが。

　メニューを見ればそんなに高いわけじゃなかった。麻友なりに無理しないでおいしいといわれる店を探したのだろう。

　いつか機会があれば麻友をどこかに食べに連れて行ってやろうと思いながら、俺はパエリアとコーヒーを注文した。麻友は小さなハンバーグやサラダが盛りつけてあるランチのセットとオレンジジュースを頼んだ。

　お互いの注文した料理を少しずつわけあいながら、俺たちはランチを堪能した。




　それから俺たちは近くにある地下街に入った。麻友が地図を確認しつつもついたそこは、メンズものの服を扱うブランドショップだった。

「……あんまりブランドものの服とか着ないんだけどな」

　俺が普段着ているのはスーパーや量販店で買ったもので、こんなブランドショップではほとんど買ったことがない。

「だからこそですよ！　ここぞというときの一品を選ぶのです！」

「えー、べつにいいよ……。誕生日プレゼントならさっきのランチでもういいから」

「そ、そういうわけにはいきません！　……こ、これからも行きたいところはあるんですから……」

　なぜか麻友は顔を赤くしてもごもごと口ごもってしまう。俺が麻友の顔をのぞきこむと、麻友は視線をそらした。

「こ、このＴシャツなんてどうですか！　虎の顔が胸のとこについてかっこいいですよ!!」

　麻友はハンガーラックにかけられていたＴシャツを手にとり、俺の前に掲げて見せた。

「……なんかこういうの古い商店街にもありそう」

「そんなのと一緒にしないでください！　ここ流行のお店なんですよ！　かっこいいでしょう！」

「いやぁー……ブランドものだからって絶対センスあるもの置いてあるかっていうとそうでもないようなー」

「むぅ、そういうこと言うならこっちはどうですか？　あ、こっちのもいいかもしれません！」

　麻友はハンガーラックにかけられているものから棚に置かれているものまで引っぱり出して、俺の前に掲げた。

「うーん……やっぱり実際に着てもらわないと似合うかどうかわかりませんね。克樹さん、あそこの試着室で着替えてきてください」

「えー、いいよ。面倒くせ。適当に選んでくれよ」

「だ、め、で、す！　プレゼントするのは私なんですよ！　適当なんて私が許しませんからね！」

　……ということで。

　俺は麻友の手によって着せ替え人形へと化してしまった。

　いろいろ着ては脱いでを繰り返すのは本当に面倒くさかったが、新しい服を着て麻友の前に出るたびに、麻友が顔をほころばせたり、難しそうな顔をしたりするのはちょっと面白かった。

　結局、秋まで使えそうな薄手のジャケットを買うことになった。

　俺のために買ったというのに、麻友はジャケットの入った袋を大事そうに抱えていた。
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　次に麻友はどこへ行くつもりなのだろう。

　結構貯金があるとは言っていたが、麻友はバイトをしているわけでもないし、母親は入院したままだ。友だちとのつき合いもあるはずだ。

　麻友がなにを言おうとも、次は俺が金を出そうと考えていた。

「…………」

　だが、肝心の麻友はというと、携帯電話の画面を眺めながらひと言もしゃべらない。

　麻友の行く先はだんだん駅の繁華街から外れて、古い飲み屋やラーメン屋が並んでいる裏路地へと向かっていく。

　本当にこの先に麻友の目的地があるのだろうか。

　実は迷っていたりするんじゃないだろうか。

「なぁ、麻友……」

　どこ行くつもりなんだ、と声をかけようとしたときだ。

「あ、ありました！　あのビル、です……」

　なぜかうつむきながら麻友はすぐそばにあるビルを指差した。

　そのビルは見た目は普通のビルだった。だが入り口には看板があった。

『ご休憩４５００円　宿泊７０００円』と記された看板だ。

　それを見ればこのビルがなにをするところかは察することができる。

　ここは、ラブホテルだ。

「そ、その、このまえは外で、なんてしちゃいましたし……いえ、あれはあれとして……や、やはりちゃんとしたところで、その……」

　地面のほうばかり見ている麻友は俺と視線を合わせようとしない。が、その耳は見てわかるほどに赤く染まっていた。

　その様子を見て、俺は思わずこくりとツバを飲みこんでしまった。

　いつもよりもかわいい格好をした麻友が俺をラブホテルという、明らかにいやらしい場所へと誘っている。

　その事実が──あまりにも、煽情的。

「お、おう……そう、だな……」

　俺は情けなくもそんなことしか言えない。

　しばらくラブホテルの前でふたりして黙って立ち尽くした。

「こ、こんなとこいて誰かに見られたら大変です！　は、早く中に入りましょう！」

　麻友は俺の腕を引っぱりラブホテルに入り、俺もそのあとに続いた。

　ラブホテルの受付は無人だったが、説明のパネルが横に貼ってあったので苦労することはなかった。そこで部屋を適当に選び、俺たちはエレベーターに乗った。

　運がいいことに部屋につくまで誰にも出会わなかった。

　だが途中の廊下で自販機を見つけた。

　ジュースやアイスなんて普通の自販機じゃない。

　その中に商品として並べられていたのは、バイブやローターにディルドという、いわゆる大人の玩具だった。

「ふぁ……ふあぁあああぁ……！」

　足を止め、まじまじと中身を見つめる麻友。

　その目は丸く見開かれ、頰は赤く染まっていた。

　俺は麻友の横から小銭を投入して、ボタンを押した。

　ガタン、コトコトッ。

　取り出し口に品物が落ちる音がした。

　俺は手を伸ばし、商品を取り出す。適当に選んだそれは小さなディルドだった。

「な、な、なにを買っているんですかっ!?　ていうか、やけに自販機の扱いに慣れてませんか!?　こういうとこ誰かと来たことあるんですか!?　ふ、不潔っ！　破廉恥！　すけべ！」

　ラブホテルの廊下で罵倒されても。連れてきたおまえが同類じゃないかと。

「ちげーよ、自販機の使いかたくらい見ればなんとなくわかるし。そういうおまえこそやけに中身を見ていたじゃねーか。こういうのが使いたかったんだろ？」

「か、勝手に決めつけないでくださいっ！　べべべべつに興味なんてありませんし！　ぜ、絶対に使いませんからね！　は、早く部屋のほうに行きましょう！」

　麻友がぐんぐんと廊下を進むので俺は仕方なくそのあとを追った。

　買ったばかりの小さなディルドは適当にバッグの中に放り込んでおいた。
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　部屋に入った俺たちは交互にシャワーを浴びた。俺が最初に入って、麻友がその次に。

　バスタオルを巻いて出てきた麻友はいつもよりも大人びた雰囲気だった。濡れた髪の毛は艶を帯びていて、いくつかの細い房ふさが鎖骨や首筋へと張りついていた。

　丸い小さな肩。薄い鎖骨のライン。

　巻きついたタオルはわずかにふわりと広がり腰の線はわからなくなっていたが、逆にそれが短いスカートのようで、いまにも見えそうな脚の付け根にも視線を奪われそうになる。細く白い脚はいつもよりも長く見えるのは気のせいだろうか。

　その艶めいた姿に俺は息を小さく吞み込んだ。




「え、と……それじゃ、今日は克樹さんのお誕生日をお祝いするつもりなので、私が克樹さんにご奉仕しようかと……」

「べつにいいよ、そんなのはもう」

　ベッドに座り込んでいた俺の足下に麻友が近づいてきたので、俺はその身体を軽く抱き、頭を撫でつけた。

「今日は本当に麻友にいろいろやってもらった。もう充分うれしいよ。……だからこれからは純粋に楽しもう。俺も、麻友を気持ちよくさせてあげたいんだ」

「か、克樹ひゃ……！」

　俺の腕の中で麻友は感極まったような声を上げた。

「……私の知らないところでまた頭ぶつけたんじゃないでしょうね」

「ち、ちげーよ！　そんなことないから！　だ、だからほら麻友……！」

　俺は麻友の両肩をつかみやや強引にベッドへと押し倒した。ぽふん、とベッドのスプリングが弾み、麻友の身体がシーツへと埋もれる。

「ふぁっ」

　驚きに小さく声を上げた麻友の頰をそっと撫でつけた。

　それが合図だとわかってくれたのか、麻友は瞼をそっと閉じた。

　俺は麻友の唇に自分の唇を重ねた。何度も何度も触れ合った小さな唇。最初はついばむように唇を触れ合わせ、少しずつ少しずつ舌を絡め合わせる。

「……ん……ちゅ……」

　よく聞き慣れた水音が湧き立った。

　唇を触れ合わせたあとは麻友の身体に巻きつけられているバスタオルをそっと緩めた。バスタオルは簡単に開き、麻友の白く細い身体があらわになった。

　白い肌を照らし出すのは部屋の淡い照明だ。

　いつもとは違うせいか、どこか妖しく、艶なまめかしい。

　全身からふわりと甘酸っぱい匂いが漂ってくる。

　それは単にいつもとは違うボディーシャンプーを使ったせいだとわかっていながら、なぜか俺を誘い惑わすフェロモンのようにも思えてしまう。

　慎ましやかな乳肉のわずかな頂いただきを紅色に染め上げる乳蕾、俺はその肉の芽に舌を這わせた。

「……あ、あぁ……」

　戸惑うような、それでいて高揚したような声。

　この特別な空間に麻友自身も陶酔しているのだとわかる。

　どこか唇のやわらかさに似た乳輪の薄皮膚を唇でやわく食み、舌先で乳突起をくるりと舐め回した。

「ふぁ、あ、あ……」

　麻友の細い身体が小さく震えた。乳肉がわずかに揺れる。

　その動きを唇で味わいながら、俺は麻友の脚の付け根へと手を伸ばした。

　シャワーを浴びたばかりのせいか下腹部はほんのりと熱を帯びていた。湿気ている気がするのはこれもシャワーを浴びたせいか、それとも。

　うっすらと生えそろった陰毛の先にある割れ目へと、いつものように触れた。恥丘の肉へと指を埋め、クリトリスの存在を感じた。

「ひぁっ、あ、あぁっ、あ、克樹さんの、指ぃ……っ」

　媚肉の中の淫核はしっとりと濡れていた。

　乳房をちゅうちゅうと吸い上げながらクリトリスを指先で弄んだ。乳突起、そしてクリトリスというふたつの肉の芽は、同時に与える刺激にぷっくりと膨らみ、硬さを増していった。もちろん石のような硬さではなく、瑞々しい果実を思わせるような張り詰めた肉の硬さだ。

「あっ、んんぁっ、あ、あ……！　あ、あ、あぅっ、指、指、気持ちい、です……っ！　胸、も……っ」

　仰向けになった麻友の身体が小さく仰け反る。だがそれは嫌がっているというわけではない。むしろ自分から敏感な箇所を擦りつけているようにも思える。

　クリトリスの下の膣孔に触れれば、愛液がじゅくじゅくと染み出ているのがわかった。

　ひくつく膣孔と淫核を交互に触れれば麻友の反応もイイものになる。

「あ、あぁ、あ、んぁあぁ……っ！　あ、あ、あ、くりくりって、されるの、ふぁう、う、好き、です……！」

　その言葉を示すかのように膣孔から湧き出る愛蜜の量も増した。

　俺は乳房から唇を離し、麻友の顔を見つめた。

「……ぁ……」

　悦楽に濡れた瞳が見つめ返してきた。

「脚、開いてくれないか」

「…………」

　麻友は黙って脚を小さく動かした。少しだけ膝を折り曲げ、わずかな隙間が太もものあいだにできる程度に。

　それではあまり意味がなかったので俺は麻友の膝裏を大きく持ち上げて太ももを開かせた。

「ひや、あぁ……っ!?」

　麻友の唇から驚きの言葉がこぼれる。

　俺の手により麻友は大きく脚を開いていた。太ももがＭ字を描くようなかたちになり、濡れた淫唇がくちゃりと水音を立てて媚肉をさらけ出した。その姿勢のせいで淫唇の下にある尻たぶの丸みさえ見えてしまう。

　いやらしく、下品な格好。

「やっ、ああ……っ、こ、こんな格好、うぅ……っ」

　麻友も自分の有り様が理解できているのか、その顔を赤く染めて唇を震わせた。

「嫌か？」

「…………い、いやってことじゃなくて、その……恥ずかしすぎ、て……」

「恥ずかしいだけなら我慢してくれよ。せっかくこんな場所に来ているんだからさ。俺は麻友の全部が見たい」

「はう、う…………ほ、本当にどこかで頭打ったんじゃないんですか？」

「……打ってねーよ。俺の本心だ。嫌じゃないならこのままの姿勢でいてくれ。もっと気持ちよくさせる。噓じゃない」

「…………」

　麻友は黙って視線を逸らしたが、それでも俺が膝裏から手を離しても脚を閉じるということはしなかった。

　俺は麻友の膣孔に触れ、そしてゆっくりと指を挿し込んだ。

　つぷ、つぷぷ、と指は簡単にするりと吞み込まれる。

「ふぁぁ……、あ……」

　指の動きに麻友が反応する。

　１本の指に膣壁がぬるりと絡みついた。粘膜を軽く擦りつければじんわりと指を包み込んでくる。余裕がありそうだったので、指を２本、３本と増やした。

「やっあぁ、あ、あ……」

　質量が増えたことで膣壁はより強く指先へと絡みついてきた。圧迫している、というわけではない。まるで性器が挿入されたときのように指をしごき上げようとするくらいだ。

　初めてセックスしたときは狭すぎて、拒まれているかのような圧迫感を抱いたというのに、いまでは少し挿入しただけで膣肉がねっちょりと蠢くのだ。

　俺との経験を重ねて、麻友は雌として成長している。

　その事実を改めて突きつけられた。

　──頭が、熱くなる。

　指をひたすらに動かした。麻友との経験を重ねたおかげで、俺も麻友のどこに触れれば感じやすいか、すでにわかっている。

　中指をほんの少し深く差し込み、奥まったところにあるざらついた点に触れた。

「ふあぁあぁっ、あ、あ、んぅうっ！　気持ちい、とこ、当たって……、ふぁっ、あぁあぁあ……っ！」

　麻友が脚を開ききっているおかげかいつもよりたやすくその箇所に触れることができる。だからか、いつもよりもその反応は明らかなものだった。

　指を動かし、抽挿を繰り返す。

　何度も何度もその点を擦りつけるために。

「あ、あぁっ、あ、あ、やうううぅぅっ！　ふぁっ、あ、あ、んぁっ、やっああぁあぁ……っ」

　敏感な箇所を押し叩くたびに麻友は甘い声をこぼす。かわいい。

　ずちゅっ、ぬちゅちゅっ、ぐちゅっ、ずちゅっ。

　奥から、触れている膣粘膜から、愛液は染み出てあふれ出る。指を動かせば動かすほどにその生温かい蜜をかき出しているかのようで、秘裂からどぷりとこぼれ落ちた。

　滴り落ちた愛液が尻肉の割れ目まで垂れ落ち、その奥にあるアヌスまでを濡らした。

　俺は淫唇に挿し込んでいた指を不意に引き抜いた。

「……ひゃ……ぁ……」

　摩擦による嬌声に戸惑いの色が交ざる。

　もっと触れてほしいのに、と生理的な涙で潤んだ瞳が見つめてくる。

　愛液ですっかりひたひたに濡れそぼった指を、俺は麻友のアヌスへと這わせた。

「ふぁ、あ、あふっ、あ……！　く、くすぐったいです……」

　尻孔の周囲に円を描くように触れた。尻肉の奥まったところにある菊蕾は指先でくすぐればくすぐるほどにひくひくと震えた。

「あ、あ、あ、ふぁ、あぁ……！　そ、そこは、お……おしりの穴だから、やめて、ください……っ」

「でも気持ちいいんだろう？」

「…………ぁ……」

　俺の問いかけに麻友は唇を嚙みしめて黙り込んでしまった。

　肯定、と受け取って俺は愛液に濡れた指先をアヌスへと埋めた。

　つぷり。

　思っていたよりもたやすく尻孔は指先を吞み込んだ。

「ひゃあっ!?　あ、あ、や、っだあぁ……っ」

　挿し込んだ指先で肉の縁をくるりとなぞる。尻孔の肉は処女の孔のようにきつく指を締め上げ、かと思えば膣肉のようにねとりと絡みついてくる。気のせいだろうか、膣肉よりも熱を帯びているような気がした。

「本当に嫌か？」

「……っ……」

　麻友は言葉を吞み込む。

　やだ、と言いながらも麻友の腰は浮き上がり、腸壁を押しつけてくるかのようだ。

　くにゅくにゅと尻孔を指先でかき回しているうちにだんだんと肉の締めつけもゆるいものになっていく。

「あ、あぁ、あ……ふぁ、あ、あ……」

　最初は戸惑っていた麻友の声も少しずつ甘く蕩けるものに変化していた。

　触れているのは尻孔のはずなのに、連動するように淫唇もひくひくと蠢いた。

　とろりとあふれ出る愛液を指先ですくい取り、再びアヌスへと塗りこめた。

「んぁあぁ、あ、あ、あふっ、んん……っ」

　もう抵抗はほぼないと言ってもよかった。指を第二関節まで吞み込んだ菊蕾はきゅうきゅうと切なく絡みついてきた。まるでより質量を求める膣壁の動きにも似ていた。

「……このくらいで充分だな」

　俺は菊孔に埋めていた指をぬぽんと引き抜いた。

　愛液と腸液に濡れた指の腹は少しだけだがふやけていた。

「……ふぁっ、…………？」

　突然止められた愛撫に麻友はぼんやりと疑問符を浮かべた。

　麻友がなにかに気づいてしまう前に俺はシーツの中へと手を突っ込んだ。

　そして隠していた〝それ〟を取り出し──やわらかくほぐれた麻友のアヌスへと挿入した。

「ひにゃあああぁぁっっ!?　あ、あ、あ、な、なにをぉ……やっあぁあぁ……っ！」

　俺の指よりもふた回りは太い質量に尻孔は押し拡げられた。

　麻友の菊蕾に挿入したそれは、さっき買ったディルドだった。




　──俺がシャワーを浴び、その次に麻友がシャワーを浴びているあいだ、俺は自販機で買ったディルドをながめていた。

　普通のディルドはたぶんペニスを模かたどったものが多いだろうが、俺の買ったディルドは小さめで、しかも団子がつながったイモムシのような形をしていた。

　ディルドの入れられていたケースをながめれば、『初心者でも。アナルでも。あなたを優しく導きます♥』と記されていた。

　だから俺は麻友が風呂場にいるあいだにディルドをシーツの中に隠した。




「やあぁっ、あぁ、あ、あ、あ……！　も、もしかして、さっきの自販機で買ったのぉ……っ」

「あたりー」

　俺はディルドの先端を握り、ぐり、と菊孔へとねじ込んだ。

「ふにゃああっ！　あ、あ、あ、やっ、だぁあぁ……おしりで、なんて、いやですぅ……！　ばか、克樹さんのばかぁ……っ！」

　生理的な涙をぽろぽろと流しながら麻友は俺をにらみつけてきた。

「ほんとに？　ほんとに嫌？」

　指でほぐした尻孔はディルドを拒むことなく、むしろ自ら誘い入れるかのような動きさえ見せた。ディルドをひねるようにねじこめば、先端に腸壁がこつんとぶつかるのを感じる。

「やっあぁあああぁ……っ！　やっ、そんな奥まで……っ、ふぁあぁあぁ……っ！」

　ディルドの大きさから考えればそんなたいした長さは挿入していないはずだが、それでも麻友はディルドの感触を尻孔いっぱいで感じているようだ。

　片手を前後に動かして細かくディルドの抽挿を繰り返した。奥深くまで挿入することよりも、アヌスの肉に団子状のディルドを擦りつけるように。

「ひぅっ、う、う、あぁあぁ、あっ、あ、あ、あ……！　こ、こんな……やぁあぁ……っ」

　麻友は喘ぎながらもシーツをつかみ、腰を浮き上がらせていた。

「気持ちいいのか？」

「ふにゃぁっ、あっ、あっ、ふぁあぁっ、き、きもちよくなんか……んぁっ、あ……！　は、はやく、抜いてくだしゃ、ふあぁあぁっ」

「噓つくなよ、麻友」

　俺はディルドを動かしながらも、もう片方の手で淫唇を指でなぞりつけた。












「こんなにおま×こひくひくさせておいてさ」

　俺の言葉どおり、淫唇の媚肉は震え、膣孔はなにも挿入されていないというのに物欲しそうにぱくぱくと開閉していた。

「私のおま×こ、そんな、あ、あぁあぁ……っ！」

　自分の有り様を理解したのか麻友は声を震わせ、顔を真っ赤に染めた。

　かわいい。もっといじめたい。

　ぞく、ぞくと嗜し虐ぎゃく心しんが煽られていく。

「あ、あ、あ、あぁ……っ！　わ、たし、おしりのあなでぇ……感じちゃって……！　ふぁ、あ、あうぅっ」

「そーかそーか、麻友はおしりの穴で気持ちよくなっちゃうような変態さんだったかー」

「んうぅうう……っ！　さ、最初にさわった、克樹さんには、んぁっ、言われたく、ありません……！」

「えー。でも実際に気持ちよくなっているのは麻友だしー」

　そう言いながらも俺はディルドの丸みを菊蕾へと擦りつけた。けして傷つけることなく、ゆっくりと、しかし形を覚えさせるかのように。

　淫唇からあふれ出た愛液が尻孔を、ディルドを濡らしていく。

　その蜜をまとわりつかせながらディルドをぬぽぬぽと動かし続けた。

　ぐちゅぐちゅと湧き立つ水音はセックスを思わせる。

「あぁっ、あ、あ、やっああぁあぁ……っ！　ら、らめですぅ……これいじょ、は……っ！　私、おしりでイっちゃう変態さんに、あぁっ、なっちゃい、ますぅ……っ」

「なっちゃえなっちゃえ。ほらっ」

　尻孔を拡げるようにいちばん太い部分をくりくりっと押しつけた。

「ああぁ……っっ！」

　麻友の身体がびくっと震え、折りたたまれていた足先がピンと伸びた。尻孔がきゅうっとディルドを締めつけたような気がする。淫唇からどぷりと愛液があふれた。

「んは……ふぁ……」

「イったか？」

「……ふ、う……、か、克樹さんの、せいなんですから、ね……」

　俺が顔をのぞきこむと、麻友は涙で潤んだ瞳でにらみつけてきた。

「私が、おしりでイっちゃうような変態さんになったのも……こんなにおま×こ切なくなっているのも……ぜんぶぜんぶ、克樹さんのせいなんですから……っ」

　は、と熱いため息を吐きながら麻友は力の入らなさそうな手を動かした。そして自分から恥丘をくちゃりと押し開き、とろとろに蕩けきった淫唇を見せつけてきた。

「おしりなんかじゃ、全然足りないです……！　おち×ちん、おま×こにください……っ」

　情欲を帯びた声。

　濡れた瞳。

　いつかどこかで妄想した姿をそのまま模ったかのよう。

　気づけば俺の腰に巻きつけていたタオルがほどけ、下腹部では赤黒く腫れあがった肉棒がだらだらと先走りの汁を垂れ流していた。

　俺だって、麻友と同じ気持ちだ。

　こんなに乱れた姿を見せられて耐えられるわけがない。

　再び麻友の膝裏を抱え上げ、濡れた淫唇に亀頭の先端を押し当てた。

　くち、と湧き立つ水音さえじれったさを煽り立てる。

　腰にぐ、と力を込めた。

「ふぁあ、あ、ま、待ってくださいっ、そ、そのままですかっ」

「なんだよ、おまえが誘ったんだろ。もう我慢できるか」

「だ、だってまだおしりに……っ！　やっああぁぁ……！」

　ずぶぶ、と愛液に満ちた淫唇にペニスが埋もれる。さんざん俺とセックスしていた麻友の膣は、本来すんなりと俺のペニスを吞み込むはずなのに今日は違った。

　まるで初めて俺を受け入れたときのように狭く、肉棒を圧迫してきた。

　熱い。膣粘膜がきつきつにペニスを締めつけてくる。

「んぁあっ、あ、克樹さんのおち×ちん、あっ、いつもより、いっぱい感じて……っ！　こんな、こんな、どうして……っ、やっああぁ……！」

　きつく感じているのは俺だけでない、麻友もだ。

　それがアヌスにディルドを挿したままであるせいなのはすぐにわかった。

　肉壁を隔てた向こうに、でこぼことしたディルドの感触をなんとなくではあるが感じ取ってしまう。

　その起伏に俺は陰茎をぬるぬると擦りつけた。

「あぁっ、あ、ふぁああぁ……っ！　待って、待ってくださ……！　おち×ちん感じすぎて……！　ふぁああぁっ」

「ごめん、待てない」

　麻友の懇願にも俺は腰の動きを止めることができない。膣肉はきゅうきゅうとペニスを締め上げてきて、その圧迫感は限界まで昂ぶっていた俺のペニスをより昂ぶらせる。下腹部にうずまく熱がいまにも爆発しそうになる。

「あっ、んんぁっ、あ、あっ、あっ、やっああぁあぁ……っ！　おしりも、おなかもいっぱいで……っ！　んぁっ、あ、あぁ……っ」

　シーツをつかみながら麻友はいやいやと首を横に振る。

　それが心底嫌がってのものなのか、それとも感じすぎて耐えることができないからなのか。

　俺には判断することができなかった。

　ただ俺は、このいつもより狭い膣道に肉棒を擦りつけ続けた。

　きゅう、と膣ひだが陰茎を絞り上げた。

「くぁ……っ」

　どぴゅっ、びゅるるるっ。

　それはあまりにも突然だった。

　狭い肉壁に亀頭を擦りつけたまま、俺は熱い精を放ってしまった。

「ふぁ、あぁあ……」

　膣粘膜に白濁とした液体がぶちまけられる感触に麻友は身体を震わせた。

　そして焦点の合わなくなっている瞳で俺を見つめながらも、麻友はうっすらと笑みを浮かべた。

「……ふふ、出ちゃいましたね……。克樹さん、童貞さん、みたいです……」

　淫唇にもアヌスにも深く挿入されながら麻友は淫蕩な表情を見せる。その顔はいつも見ている顔と同じもののはずなのに、どうしてだろうか俺よりも年上のようにも見えた。

「……うっせ、ばーか」

　俺はわずかに視線を逸らす。

　顔が熱を持っているのは射精の直後だから、というだけでもない。

「あ、その顔、かわいいです……」

「かわいいのはおまえのほうだろ!?」

「ふぁあ……っ!?　そ、そんないきなりそんなこと……」

　俺がやけくそ気味に叫ぶと麻友はうろたえた表情を見せた。

　視線をさまよわせ、は、と熱いため息をこぼす麻友。

　さっきまでのエロスにあふれた雰囲気はどこへいってしまったのか。

　それでも俺は、いまのままの麻友がいちばんかわいいと思えた。

「ひゃう……っ！　お、おち×ちん、また大きくなってきました……」

「おまえのおま×こだって、きつきつじゃん……！」

　普段より狭い膣道のせいで軽く達してしまったが、俺のペニスは麻友の胎は内らの中で再び質量を取り戻しつつあった。

「それじゃ、動くから……」

「ふぁ、あぁ、ま、まだおしりに…………んっ、も、もうそれはいいです……っ」

　ディルドが挿入されたままのことは受け入れたらしい。麻友はシーツをつかんでいた手を俺の肩へと回してきた。俺も麻友の顔がずっと近くで見られるように、麻友の身体を抱いた。

　そうすれば膣肉もより密に触れ合っているような気がする。

　腰をゆっくりと動かしはじめた。

　最初に挿入したときはずっと麻友を愛撫し続けたせいで劣情がこれ以上ないくらいに昂ぶり、自分をセーブすることができなかった。

　だけど一度は射精したおかげか、俺は理性を保ったまま腰を動かすことができた。

　ぐちゅっ、ずちゅっ、ぬちゅちゅっ、ぐちゅっ。

　潤沢な愛液が抽挿をたやすいものにする。その粘液の中には俺が吐き出した白濁の液が混ざっているだろう。その精をペニスを使って膣壁に塗りこめる、想像するだけでまた頭が熱くなってしまう。

「んぁっ、あ、あっ、ああぁあっ、や、やっぱり、おち×ちん、いつもより感じて……ひぁああぁっ！　ごりごりって、しまふぅ……っ」

　ディルドを動かさなくてもペニスを擦りつけるだけで形を意識してしまうらしい。

　いや、そのことは俺自身も充分にわかっていた。

　膣道はいつもより狭く、亀頭が淫唇のなかほどを擦りつけると盛り上がった膣肉に押し出されそうになってしまう。まるで処女の膣孔が初めて侵入してくる男根を拒むかのようだ。

　つい俺は意地になって、腰を強く打ちつけた。

　膣肉のなだらかな起伏を感じながら俺は最奥へと到達する。

「ひぁああああぁっ♥　はげしっ、激しいですぅうっ♥　しょんないきなりぃい♥」

　俺の肩をつかむ麻友の手に力が込められた。すぐ目の前には悦楽に溺れる麻友の顔。

　膣孔はきゅうきゅうとペニスを圧迫しているというのに、その表情は俺との経験を重ねた雌のものだ。

　まるで俺たちのいままでの行為を凝縮したかのよう。

　……さまざまな風景が一瞬で脳裏によみがえり、俺は顔を熱くさせた。

「……ぁ……」

　そして俺の顔を見て麻友は再び淫らに蕩ける笑みを浮かべた。

　腰が本能のままに勝手に動く。

　両腕が麻友の細腰をかき抱く。

　ずちゅちゅっ、ぐちゅっ、ずじゅじゅっ、ぬちゅっ！

　奥のほうで細かい抽挿を繰り返し、トン、トン、トン、と子宮口の柔肉を連続で叩いた。

「ふあっ♥　あ♥　あ♥　あ♥　やっあああぁッッ♥♥　しゅごっ、しゅごいですぅう♥♥」

「……どんなふうにすごい？」

「お、おち×ちんの形、ぜ、全部、感じますっ♥　ふぁっ、あっ、んぁああっ♥　おなかの中、いっぱいで、ぎゅうぎゅうでぇ……っ！　あっ、あっ、んぅうっ♥」

　いつもならば嬌声を上げながらも「そんな恥ずかしいことは聞かないでください」くらい言いそうなものなのに、いまは熱に浮かされたかのように自分の感じていることを素直にこぼす。

　それだけセックスに溺れているということ。

　そして俺も、麻友の膣肉の感触をいつもよりはっきりと感じていた。

　亀頭を舐め上げるぬるぬるとした膣粘膜。ひと筋ひと筋が違う動きを持って陰茎をしごき上げる膣ひだ。根本をきゅうきゅうと締めつける淫唇。

　それらの感触を密に、密に、濃密に感じる。

　ペニスが蕩け堕ちるかと思うような熱。ねばりつく肉。

　ひとつになるひとつになるひとつになる。

　セックスを意味する言葉が頭の中を支配する。

　だって、それこそがまさにふさわしいと思えたから。

　腰を動かし、膣壁にペニスを擦りつけ、敏感な箇所を触れ合わせ、混ぜ合わせた。

「ひぁっ、ああぁあぁああ……っ♥♥　私の気持ちイイとこ……っ♥　ぜんぶ、ぜんぶっ、こしゅこしゅされてますぅ……♥♥」

　唇を震わせ、瞳をとろめかせ、麻友は甘い甘い声で啼いた。

　膣壁はアヌスに挿入されたディルドのおかげでぽこりぽこりと盛り上がっていた。

　全部が触れ合っている。全部を擦り合わせている。

「こんなの、こんなの、んぁああっ♥　またイっちゃうしかないじゃないですかぁ……♥♥　克樹さんの全部を感じて……っ、私、イっちゃいましゅうぅぅ♥♥」

　限界が近いのは快楽の熱に浮かされた麻友の顔を見れば明らかだった。

　そして俺の下腹部にも絶頂に至る熱がうずまいていた。

「ふぁ、あぁ……♥」

　麻友の瞳が声なき言葉で語りかける。

　克樹さんも、気持ちイイんですね、と。

「いいよ、イけ、よ……っ」

　俺は麻友の最奥を押し叩きながら、膣の中ほどにあるざらついた箇所へと肉棒を擦りつけた。ディルドのおかげで膣肉が圧迫されているからできること。

「ふぁああぁっ♥♥　きもちイイとこが全部、ぜんぶぅ……っ♥♥　あっ、あっ、ああぁ、ふやあぁああぁあぁあぁぁ……っっっ♥♥♥」

　両腕に抱いていた麻友の細腰が仰け反った。密に触れ合っていた膣粘膜がよりいっそうの力でペニスを絞り上げてくる。膣ひだが陰茎をしごき上げる動きをいつも以上に感じてしまう。ディルドで圧迫された淫唇はぎゅうぎゅうとペニスの根元を締め上げてきた。

「……ぅ……っ」

　俺は麻友の身体をつかみ、麻友は俺の肩をつかみ。

　──とくん、とくん、とくとくん……っ。

　激しい鼓動と共に俺は、俺たちは絶頂へと至っていた。

「ふあぁあぁっ♥　あつ、い……！　いつもより、あつい、ですぅ……♥　イってるのに、またイっちゃ……っ♥♥　あぁああぁあぁっっ♥♥♥」

　肩をつかむ手だけでなく、麻友の脚が俺の腰に絡みついてきた。

　ぴゅっ、ぴゅっ、ぽたたっ。

　淫唇から噴き出た透明な液体が俺の腹を濡らし、そしてシーツさえも汚した。

「……はう……。私、またおもらししてしまいました……」

　顔を赤く染めた麻友が顔を横へと傾ける。セックスの最中はさんざんお互いの顔を見つめ合ったというのに、絶頂に至ったおかげでわずかばかり我に返ったのだろう。

　潮を吹いてしまったこともある。

　俺の持っているエロ本を隠れながらも読んでいるというのに、まだ潮吹きの概念を知らないらしい。

「あー、おもらししちゃったなぁ。おしりの穴でも感じちゃうし、麻友は本当に変態さんだなぁ」

「か、克樹さんのせいですっ！　克樹さんが触らなければ、おしりが、……気持ちいい、なんて知らなかったんですからねっ！　わ、私が変態さんになっちゃったのは克樹さんのせいなんですから！　ばか、ばかばかっ！」

　麻友は俺の胸板をぽかぽかと叩いてきた。

　が、絶頂後のせいか力が入っていない。

　それは麻友もわかっているのか、さんざん叩いたあとに、力なく両手を落とし、は、とため息を吐いた。

「……克樹さんのせいなんですから、最後までつき合ってくれないと困ります……」




　それは。

　それはもちろんだとも。

　どんなことがあろうとも、麻友と共に歩み続けると誓ったこと。

　麻友を幸せにしてやろうと思ったこと。

　噓ではないのだから。




「それじゃ、また麻友のおしりいじめてもいい？」

「うぅぅ……っ！　そ、それは……っ」

　唇を震わせながら麻友は顔を真っ赤に染めた。

　その小さな仕草さえ愛おしい。

　またからかいたくなる。いじめたくなる。

「…………た、たまになら……いい、ですよ……」

　そしてそれを許す麻友の優しさに甘えたくなる。

　ちらりとこちらに視線をよこしながらつぶやく麻友の額に、俺はキスを落とした。





◆エピローグ




　６月も過ぎ、７月になった。

　じめじめとした天気はいつまでも続くかのように思えたが、月が替わった途端、それらが噓だったかのように晴天の空が広がった。




　お祖母さんは退院して、空弥はお祖母さんの家に帰ることになった。

　それからしばらくもしないうちに空弥の両親がいる国での災害も落ち着きを見せた。史上最大規模の大噴火だとは言われていたが、結局死傷者もほとんど出なかったらしい。

　飛行機の運航も可能になった。

　空弥の両親は一時的にではあるが帰国することになった。




　──そして、空弥の両親にお礼として食事に誘われた。




「……うわぁ……」

　俺の目の前で調理師が肉をきれいに切り分け、鉄板で焼いていく。鮮やかな赤色に霜しもの降りた肉。見ただけで高級だとわかるその肉が鉄板の上で香ばしい音を立てる。いい匂いが鼻をくすぐり、俺は思わずよだれを垂らしそうになる。

「……克樹さん、口っ」

　隣に座っていた麻友がくいっと俺の腕を引っぱり、俺は我に返った。

　今日は久しぶりにちゃんとスーツを着ているというのに俺はあやうく失態を見せるところであった。

　それとなく襟元のネクタイを緩めて居住まいを正す。

　そんな俺の様子に気づいているのか気づいていないのか、並んで近くの席に座っていた空弥の父親が俺に声をかけてきた。

「空弥を預かってくれて本当にありがとうございます。人見知りするのに甘えん坊な子で大変だったでしょう？」

「い、いえ、大丈夫です。空弥、くんとはとても楽しい時間を過ごさせていただきました」

「あのねパパ、克樹お兄ちゃんはね、仮面セーバージェットなんだよ！」

「え？」

　父親と母親のあいだに座っていた空弥が自慢げに声を上げて、空弥の父親は首を傾げた。俺は慌てて席を立ち上がり、座っている空弥を抱き上げた。そして店の片隅で空弥の耳にささやきかける。

「……いいか空弥。お兄ちゃんと一緒にあのときビルの上から飛んだのは内緒にするんだぞ」

「なんで？」

「なんでってそれはほら、あれ、だよ……ヒーローの力は見せびらかすものじゃなくて、秘密にしなきゃいけないものだから」

「うん、わかった！」

　我ながら適当な理由をでっち上げたと思うが、空弥は子供らしく納得してくれた。

　改めて空弥を子供用の席に座らせて、俺も自分の席に座った。




　やがて高級牛肉は焼き上がり、全員の前に並べられていく。

「あむっ、んむっ、んんっ、おいひーっ！」

　子供用のステーキを口に頰張りながら空弥は感嘆の声をあげた。

「ほら空弥。食べながら話したらダメだろ。ほら、ソースが垂れそうだ」

「んむー」

　空弥の父親は隣に座っている空弥に注意しながら、自然と空弥の口元を紙ナプキンで拭ぬぐった。

「えへー」

　口の中のものを飲み込んだ空弥は自分の父親に向かってふにゃりと笑みを浮かべた。空弥の父親も笑いかけながらその頭を撫でる。

　俺が隣にいたら、空弥が口元をソースで汚したとしても気づかないか、もしくは口元を拭こうとしても空弥とタイミングを合わせることができなくて無理やり拭ってしまい、空弥の機嫌を損ねてしまうかもしれない。

　空弥と、空弥の父親のあいだには１ヵ月や２ヵ月どころではない長い年月を過ごした絆きずながあった。

　俺は、もしかしたら空弥の父親代わりになれたかもしれないと心のどこかで思っていたが、やはり空弥にとって『克樹お兄ちゃん』は『克樹お兄ちゃん』でしかなかったというわけだ。

「あれー？　克樹さん、もう食べないんですか？　こんなにおいしいのにもったいない……。それなら私が食べてあげましょう！　むふふふー」

「ち、ちげーよ！　ちょっとぼーっとしてただけだっ！　勝手に食べるなっ！」

　などと隣にいる麻友にせっかくの肉を奪われかけたりもしたが。




　食事も終わり、俺たちは空弥の父親が運転する車でアパートまで送ってもらえた。

　車はアパート近くの道路脇に停め、空弥の両親、そして空弥は俺と麻友と向き合った。

「ほら、空弥。ばいばいってしなきゃ」

　空弥の母親は自分の父親の脚に抱きついたままの空弥へと声をかけた。

　なかなか視線を合わせようとしない空弥の姿は最初のころの姿を彷ほう彿ふつとさせるが、父親のうしろからちらりと顔を見せる空弥は、べつに人見知りの姿に戻ったわけではないようだ。

　どちらかというと照れている？

　はにかむ姿を見ているとそう思えてくる。

「あ、あのね、克樹お兄ちゃん、麻友お姉ちゃん……」

　こちらを見上げながらもじもじと話しかけてくる空弥。

　俺と麻友はうなずきあって、空弥の目線に合わせるようにしゃがみこんだ。すると空弥は父親の脚から離れて、とてとてと俺たちのほうにやってきた。

「どうしたんだ、空弥」

「……あのね、あのね。もしね、克樹お兄ちゃんと麻友お姉ちゃんのところに赤ちゃんが来たら、今度はボクがお兄ちゃんになってあげるっ」

　そう言って、空弥は再び父親の脚へと隠れてしまった。




　俺と麻友とのあいだに赤ちゃん……。




　それはまったく想像していなかったわけではない。時折考えていたこともある。

　だけど不意にそのことを突きつけられれば……隣にいる相手を意識せざるをえない。

「ふぁ……っ」

　それは麻友も同じなのか、息を吞み込んだかと思うと、顔をうっすらと赤くしていた。その様子を見て俺の頰も熱くなっていく。




　そして、空弥の両親は俺たちに挨拶をして車に乗り込み、走り去った。

　残されたのは俺と麻友のふたりきり。

「……そ、それじゃ部屋に戻ろうか」

「……そ、そうですね」

　なぜか言葉も少なくなってしまう。

　すでに空は濃紺の色に染まり、街灯の光が道路を照らし出していた。

　初夏の夜の冷たさがじんわりと身に染みる。

　俺はゆっくりとアパートの階段のほうへ向かった。

　だが、不意に俺の背中をくいとつかむ手があった。

　麻友だった。

　俺は振り返り、麻友の顔をのぞき見た。




「お……おとうさん……」




　顔をうつむかせ、耳まで真っ赤にした麻友がそんなことをつぶやく。

　俺のことを呼んだなんて一瞬わからなかった。だけどどうして麻友がそんなふうに俺を呼んだのか、意味がわかった途端に夜風を受けて冷えていたはずの顔が熱を帯びていくのを感じた。

「ば……ばか！　いきなりへんなこと言うな！　俺はおまえの父親じゃねーよ！」

「そ、そういうことじゃなくっ！　予行演習というか、その……」

「い、いるかっ、そんなのっ！　必要になったときだけにしろっ」

「必要なときってやっぱり……」

「あー、久しぶりにスーツ着て疲れたなー！　風呂掃除でもするかな！」

　俺はわざと乱暴に言い捨てると、アパートの階段を音を立てて上った。

　麻友も慌てて俺のうしろをついてくる。




　この話はここでおしまいだ。

　いまはまだ、麻友とふたりきりの生活を続けたいから。




　だけどいつか本当にそう呼ばれるときもくるのだろう。

　そのいつかを考えると、胸がほんのりと熱くなっていく。




　──その熱は決して、悪いものではない。


＜了＞
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